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アル イン コ ワイ ドバンド レシ ー バ ー を お 買い 上 げ い た だ きま 
し て 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 本 機 の 性 能 を 充分 に 発揮 
させ て 効果 的 に ご 使用 いた だ く た め 、 こ の 取扱 説明 書 を ご 使 
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用 前 に 最後 まで お 読み くだ さい 。 ま た 、 こ の 取扱 説明 書 は 必 
ず 保 存 し て お いて くだ さい 。 ご 使用 中 に 不明 な 点 や 不具 合 が 
生じ まし た 時 は この 取扱 説明 書 が お 役に立ち お ます 。 
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【1】 ご 使用 の 前 に 必ず お 読み 下さ い 
@ 使 用 上 の 注意 


田 ケ ー ス を は ず し て 内 部 に 手 を 触 れ な いで 下さ い 。 故障 の 原因 と な り ま す 。 

医 直 対 日 光 に 当る 所 、 ほ こり の 多い 所 、 暖 房 器具 の 近く な ど で の ご 使用 、 及 び 保 管 は し な いで くだ さ 
い 。 

罰 付 属 の アン テ ナ を 完全 に 取り 付け て お 使い くだ さい 。 

画 外 部 電源 に は 、 必 ず 専 用 の アク ティ ブフ ィ ル ター 付 シ ガー ライ ター ケー ブル (EDC-36) を お 使い 下 
さい 。 

必 万 一 、 煙 が 出 た り 、 変 な 臭い が する 場合 は 、 電 源 ス イッ チ を すばやく 切り 、 速 や か に 販売 店 、 ま た 
は 最寄り の 当社 サー ビス 窓口 へ ご 較 絡 下さ い 。 

賠 本 機 の 改造 は お や めく だ さい 。 無理 な 改造 が 原因 と 思わ れる 故障 等 に つい て は 、 保 証 期間 内 で あっ 
て も 、 保 証 が きか な く な る うえ に 、 修 理 を お 断り する 場合 あり ます の で 、 こ の 点 充 分 に ご 留意 く 
だ さい 。 

画 本 機 を 次 の よう な 場所 で 使用 する 場合 に は 管理 者 等 の 承認 を 得る よう に し て くだ さい 。 
① 航 空 機内 ② 病 院 等 医療 施設 

弄 5V 以上 の 電池 (EBP-35N,EBP-36N) は 使用 で きま せん 。 


欠 付 属 品 に つい て 


梱包 を 開き まし た ら 、 次 の 付属 品 を 確認 し て 下さ い 。 


ぃ デン テナー バ トー トド ト トト トット トット て し し し し し し にし し し て 1 
電池 ケー スドー ドド ドド ドド ドド トピ トピ 1 
EDC-62< 充 電器 > ドー ドー ドー ドー ドー 1 
EBP-37N く Ni-Cd 和 電池 > 1 

・ ベ ルト クリ ッ プ (ネジ 2 本 ) で ドド ドド ーー 1 

・ ハ ンド スト ラッ プー ド ド ドド ドド ッッ トド にし ゥ ピー し し 1 

・ 取 扱 説明 書 ド ルー ドー トド ドド トト トド トッ ドゥ ドー 1 

・ 保 証書 に スト ドド ドド ドド トド トゥ トト にし し に トト 1 


娘 ア ン テ ナ の 取り 付け 方 . 
アソ テ ナ の 根元 を 持ち 、 底 面 の 溝 と 、 本 体 の アン テ ナ コ 


ネクター の 凸 部 を 合わ せ て 差し 込み 、 ア ン テ ナ を 時 計 方 
向 ( 右 ) に 回 し ます 。 確実 に 取り 付け た こと を 確認 し て 
下さ い 。 


| 


文 ベ ルト クリ ッ プ の 取り 付け 方 
付属 の ベル トク リッ プ を ネジ 2 本 で 本 体 の 後 側 に 左 の 図 の 
よう に 取り 付け ます 。 確実 に 取り 付い た こと を 確認 し て 


下さい 。 


廊 ハ ンド スト ラッ プ の 取り 付け 方 
ベル トク リッ プ と 本 体 の 溝 の 間 に 左 の 図 の よう に 取り 付 
け ま す 。 


依 電 池 の セ ッ ト 
大 電池 ケー ス の 取り 付け ・ 取 り 外 し 方 


電池 ケー ス の 取り 付け 方 
電池 ケー ス を 本 体 の 溝 に 合わ せ て 図 の 矢印 の 方 向 に 
「 カ チッ 」 と 音 が する まで 押し 込み ます 。 

証 電 池 ケ ー ス の 取り 外し 方 
電池 ケー スロ ッ ク ボ タン を 矢印 の 方 向 に 押し た まま 、 
ツメ を 外し て 電池 ケー ス を 引き 抜き ます 。 


太 電 池 を セッ ト す る 
1. 電池 ケー ス の 上 部 の ツメ を 図 の よう に 外し 方向 に 
引き 上 げ る と 、 電 池 ケ ー ス が 開き ます 。 


2 市 販 の 単 3 型 ア ルカ リ 乾 電池 4 本 を 電池 ケー ス に 書い て 
ある 「+」、「-」 の 印 に 従っ て 乾電池 を ケー ス に セッ 
ト し ます 。 


3 電池 ケー ス を 1. で 外し た ツメ に 合わ せ 、 底 の 方 を カチ ッ 
音 が する まで 押し ます 。 


。。。。 551 ぞ .. ニーーーーーーーーーー 一 一 


* エ 詩 
・ 市 販 の 単 3 型 ニ カド 電池 は 使用 し な いで くだ さい 。 
. 電 池 は 同じ 種類 の も の を 使用 し て くだ さい 。 な お 、 長 時 間 運 用 の た め に は アル カリ 
電池 の 使用 を お 勧め し ます 。 
. 二 い 電池 と 新しい 電池 を 混ぜ て 使用 し な いで くだ さい 。・ オ プシ ョ ン の ニカ ド 電 池 
を ご 使用 に な る 場合 は 、 ご 使用 前 に 必ず ニカ ド 電 池 の 取 扱 説明 書 を お 読み くだ さい 。 


@ 本 機 の 主 な 特徴 
1 受信 周波 数 範囲 :0.1<1999.999950 MHz (電気 通信 事業 用 周波 数 帯 は 除く ) 
2 基本 モー ド : デュ アル VFO・ メ モリ (MR)・ プロ グラ ム ス キ ャ ン (PMS) の 各 モ ー ド を 
ワン タッ チ で 切り 替え が 可能 。 
3. メ モリ 数 :40CH (チャ ソン ネル ) x30 バ ンク の 合計 1200CH。 
4 スキ ャ ン 機 能 : プロ グラ ム ス キ ャ ン (PMS) 
メモ リス キャ ン 
モー ド セ レ クト スキ ャ ン 
VFO スキ ャ ン ソン 
VFO リン クス キャ ン 
プラ イオ リティ スキ ャ ン 
5.20 組 の プロ グラ ム ス キ ャ ン (PMS) が 可能 。 
6. チ ャ ソン ネル スコ ー プ 機能 :40CH、7CH の 切替 可能 。 
連続 サー チ 
イソ ター バル サー チ 
シン グル サー チ 


7. バ ッ テ リ セー ブ 機 能 
8. 時 計 機 能 : 24 時 間 制 
On タイ マ 
Off タイ マ 
9. ケーブ ルク ロー ン 機 能 、 パ ソコ ンコ ント ロー ル 機 能 搭載 
10. オ ー ル モー ド 受 信 : AM ノ NFM プ WFM プ LSB グ USB/CW 
オー トモ ー ド セレ クト 
11. チ ャ ソネ ルス テッ プ 切 替 : 50 Hz 一 500 KHz の 間 20 種類 オー トス テッ プ セ レク ト で 選択 が 
可能 。 
12. 各 周波 数 の エディ ッ ト 機 能 


【2】 各部 の 名 称 と 機能 


【 上 面部 】 【 全 面部 】 

アン テ ナ コ ネクター ダイ ヤル 

生 衝 の ウラ か を 周波 数 や メモ リ チ ャ ン ネル 

接続 する た め の コ の 切り 替え 、 そ の 他 の 各種 

ネクター で す 。B 設定 に 使用 し ます 。 

NC コ ネクター と ハー ドリ セッ トキ ー 

な っ て いま す 。 この キー を 押す こと で 、 
全て の 機能 を 工場 出荷 時 


の 状態 に リセ ッ ト し ます 。 
メモ リ は 消え ませ ん 。 


クロ ー ン 端子 


SP 端 子 セッ ト 間 の クロ ー ン また は 
外部 スピ ー カ ー ま た は パソ コン 専用 エディ ター と 
イヤ ホン を 接続 する た の 通信 を 行う た め の 端 子 で 
kt 5 電源 スイ ッ チ 


【 側 面部 ・ ア ン テ ナ 側 】 


F (ファ ソン クション) キー VOLUME 4/ ヤ キー 
この キー と 他 の キー を スピ ー カ ー 音 量 を 調整 
組み 合わ せる こと に よ し ます 。 

り 、 各 種 機能 を 呼び 出 


すこ と が で きま す 。 


PMS/S ET キー 


プロ グラ ム ス キ ャ ン 
INI キー モー ド に 移行 し ます 。 
この キー を 押し て いる F キー を 押し な が ら 
問 は 、 ス ケル チ の レベ この キー を 押す と 、 
こ な く 、 一 時 的 0 プロ グラ ム ス キ ャ ン 
ル に 関係 な く 、 一 時 的 ログ ラム スキ ャ ン 
に スケ ル チ を 解除 し た | 党 swe の 登録 を 行う こと が 
2 で きま す 。 は 
N、 ご っ STEP # 
SRCH キー ェ = で 3 うつ て 
この キー を 押す と 、 40 AUTO MW | 
し ます 。 も う 一 度 押す と VFO プ A =B キ ー PRiO 
OF F と な り ま す 。 ま た 、 SQUELCH 4/ ヤ キー| デュ アル V F O モ ー ド と な ゆえ 
F キー を 押し な が ら こ の スケ ル チ の 感度 調整 を | り ま す 。F キー を 押し な が || 〈⑤ ウ < っ て 


GT SH 行い ます 。 こ の キー を | ら この キー を 押す と 、 表 示 


ー プ と な り ま す 。 操作 し て 、 ノ イズ の 消 |] の 上 の バン ド の 周波 数 を 、 有 
える 点 に 調整 し ます 。 | 表示 の 下 の バ ンド に コー ビ coMwuwtcAmoN EC 

LAMP キー ー し ます 。 

ディ スプ レイ の 照明 

を ON ンプ 0FF し ます 。 


【 側 面部 ・ ダ イヤ ル 側 】 


BUSY ラ ンプ 
信号 を 受信 する と 点灯 し ます 。 


DC-IN 
8<15V の DC の 
外部 電源 接続 用 
端子 で す 。 


スピ ー カ 


MR/MW 


ALMCO メモ リ を 呼び 出す と き に 使用 
SOKGNGAG) し ます 。F キー を 押し な が ら 
の 5③⑨⑧⑨⑧ この キー を 押す と 、 メ モリ の 


書き 込み を 行い ます 。 


ベル トク リッ プ 取 付 穴 
付属 の ベル トク リッ プ を 
取り 付け る た め の 穴 で す 。 


ディ スプ レイ 
周波 数 表示 や その 他 、 運 用 
状態 が ここ に 表示 され ます 。 


電池 ケー スロ ッ ク 
電池 ケー ス を 外す と き 、 
この レバ ー を 右 に スラ 


キー ボー ド 


VFO モ ー ド の と き は この キー を イド させ る と 、 電 池 ケ 
押す こと で 目的 周波 数 を 直接 入力 0 
で e 


する こと が で きま す 。F キー と 一 
緒 に 押す こと に より 、 各 種 機能 を 
動作 させ る こと が で きま す 。 EBP- 37N ニカ ド 電 池 
また は 電池 ケー ス 

単 3 型 乾電池 を 4 本 収納 
する た め の ケ ー ス で す 。 


@ EDC-62 (普通 電 器 ) 
充電 方 法 
バッ テリ ー パ ッ ク の 両 サ イド の 溝 を 本 機 の 両側 の リブ に す 
べら せ て 、 挿 入 し て くだ さい 。 ラ ンプ が 点灯 し 充電 が 開始 
され ます 。 


ベン 
た 取扱 方 法 に マフ 


男 充 電 中 は 、 必 ず セ ッ ト 本 体 の 電源 スイ ッ チ を OFF に し て 
お いて くだ さい 。 

画 他 社 製品 の 充電 等 に は 、 絶 対 に 使用 し な いで くだ さい 。 

画 夫 電 時 間 は 、 バ パ バッテリー パッ ク の 消費 状態 お よび 各 商 品 
に よっ て 異な り ま す 。 充電 時 間 に つ いて は 、 各 バッ テ 
リー パッ ク の 取扱 説明 書 を 参照 し て くだ さい 。 

画 本 機 の 充電 端子 を 金属 片 等 で 短絡 させ た りす る と 、 本 機 
に ダメ ー ジ を 与え る 場合 が あり ます 。 

量 ニ カド バッ テリ ー パ ッ ク は 逆 方 向 に は 挿入 し な いで くだ 
さい 。 


凡 バ ッ テ リ ー パ ッ ク に つい て 
本 機 で 充電 で きる バッ テリ ー パ ッ ク は 次 の 通り で す 。 
EBP- 33N (4.8V 650mAH) 
EBP- 34N (4.8V 1200mAH) 
EBP- 37N (4.8V 700mAH) 


@ EBP- 37N 〈Ni- Cd 鞭 電池 )〉 


1. 本 機 は 出荷 時 充電 され て お り ま せん 。 お 買い 上 げ 後 充電 し て か ら こ ご 使用 く だ さい 。 
2. 本 バッ テリ ー を EDC-62 で 充電 する 時 は 約 11 時 間 必 要 で す 。 
3. 充 電 は 0 で 40 で の 温度 範囲 内 で 行っ て くだ さい 。 
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4. パ バッテリー パッ ク の 改造 、 分 解 、 火 中 、 水 中 へ の 投入 は 危険 で すか らし な いで くだ さい 。 

5. バッテリー パッ ク の 端子 は 絶対 に ショ ー ト させ な いで くだ さい 。 機器 を 損傷 させ た り 、 バ 
ッ テ リ ー の 発震 に と り 、 や けど の 恐れ が あり ます 。 

6. 必 要 以 上 の 長 時 間 充 起 ( 過 充 電 ) は パッ テリ ー の 性 能 を 低下 させ ます の で さけ て くだ さい 。 

7. パ バッ テリ ー パ ッ ク の 保存 は 、- 20 で ー+ 45' で の 範囲 で 温度 が 低く 乾燥 し た 場所 を 選ん で 
くだ さい 。 そ れ 以外 の 温度 や 極端 に 温度 の 高い 所 で は 、 バ ッ テ リ ー の 濡 液 や 、 金属 部 の サ 
ビ の 原因 に な り ま す の で さけ て くだ さい 。 

8. 通 常 の 使用 で 約 300 回 の 充電 が 可能 で す が 、 所 定 の 時 間 充 電 し て も 使用 時 間 が 著しく 短い 
場合 は 寿命 が つき た と 思わ れ ま す 。 新 し いも の を ご 使用 くだ さい 。 

9. ご 使用 済み の ニカ ド 電 池 は 貴重 な 資源 で す 。 再 利用 し ます の で 、 廃棄 し な いで ニカ ド 電 池 
回 収 協力 店 へ ご 持参 くだ さい 。 

10. 本 バッ テリ ー は DJ- X10 に 装着 し て いる 時 は 、DC- IN に 8-15V DC を 接続 する と 充電 

する こと が で きま す 。 


信 ご 注意 
娘 ニ カド バッ テリ ー の ショ ー ト 防止 


ニカ ド バ ッ テリ ー パ ッ ク を 持ち 運ぶ 際 に は 、 端 子 を 絶対 
に ショ ー ト させ な いよ う 注 意 し て くだ さい 。 大 電流 が 流 
れ て や けど や 火事 に な る 危険 が あり ます 。 


。 金属 メッ キ し て ある ハン カチ や 、 内 側が 』 クギ 、 ク サリ 等 の 金属 類 や 、 和 電気 を 通す 物 が | 
クサ リ な どの 金属 物 と 一 結 に バッ ク に | 金属 メッ キ し て いる バッ グ に 直接 入れ た る 所 に い た り 端子 を 触れ させ な いよ うに | 
入れ な いで くだ さい 。 り 、 く る ん だ り し な いで くだ さい 。 て 下さ い 。 


バッ ク 等 に 入れ る 場合 は 電気 を 通さ な い 江 や 、 ハ ンカ チ 等 に くる ん で くだ さい 。 電気 を 通さ な い 物 を 敷い て 、 置 いて くだ さい 。 
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ー の 表 印 。 表 示 示 表 記 
久本 書 の 読み 方 各 キ ー の 表記 は 「 」 印 。 表 示 面 上 の 表示 表記 は [ ] 


印 と し ます 。 
| ーーーーーーーーー ニ っ ) | 「F」 キー に 関し て は 、 押 し て 難し ます と 表示 部 に [F] 
| と 表示 され ます の で 、 そ の 表示 され て いる 間 に 他 の キー 


を 押す よう に し ます 。 

また 、 表 示 部 の 表示 表記 に 関し て は 、 そ の 場所 で 説明 
we ーーーーーーー を 要する 必要 な 部 分 だ け を 表記 し て お きま す (実際 に 
は 多く の キャ ラク タ が 表示 され て いま す )。 


MULTI FOMeTiGh DIEPLAV 


還 VFO モ ー ド と は …・ ダイ ヤル また は キー お よび ヤキ ー の 操作 で 周波 数 を 選ん で 受信 する 
操作 モー ド で す 。 


園 PMS モー ド と は …・ ス キャ ン の 和男 囲 を 決め て プロ グラ ム さ れ て いる チャ ン ネ ル を 選ん で 受 
信 す る 操作 モー ド で す 。 


時 MR モー ド と は ・…・ よ く 使 う 周波 数 を メモ リー に 入れ て お き 、 そ の メモ リー を 選択 し て 受 
信 す る 操作 モー ド で す 。 


【3】 ビギナー モー ド (基本 的 操作 法 ) 


ビ ギ ナ ー モ ー ド と は 、 初 め て 本 機 を 操作 する 方 に お すす めす る モー ド で す 。 こ の モー ド は 
各 キ ー の 操作 範囲 が 少な てく て な っ て お り 、 こ れ に より 本 機 の 操作 に 慣れ て いた だ ける よう に な 
っ て お り ま す 。 な お 、 こ の モー ド の 他 に エキ スパ ー ト モー ド と いう も の が あり ます が 、 こ れ 
は 本 機 の 操作 に 充分 慣れ て 、 さ ら に 多く の 機能 を 使う と き に この モー ド に し ます 。 し か し こ 
の モー ド に し ます と 、 キ ー 操 作 が 複雑 に な り ま す の で 、 本 書 を よく 読ん で 操作 方 法 を 確認 し 
て くだ さい 。 


[1〕 電源 の 入れ 方 


① 左 上 オレ ンジ 色 の キー を 1 秒 以上 押し 続け ます 。 


② [ALINCO WIDE BAND RECEIVER] と 表示 され 
ます 。 


nn ーー nn nw: くう テニ ーー ニーー ニ ーー ニー! 


は じ め て 電源 を 入れ た 時 は 左 の よう な 表示 に な り ま す 。 


リリ ーー egm 
| MFP ami 較 | 
日 BB。 H 
に bB 5.E 8 


電源 が 入り まし た ら 、 左側 面 上 に ある 「F」 キー を 押 
し ます と 、 表 示 面 に [F] と 表示 され ます 。 


②【[F] が 表示 され て いる うち に ( 約 3 秒間 )、 ま た は 
「F」 キー を 押し な が ら 「ENT』 キー を 押し ます 。 


③ [CONFIG] と 表示 され ます 。 そ し て その 下 の 矢 
っ 印 を ダイ ヤル また は 「 人 4]」 キー ある い は 「 マ ヤ 」 
EHTT SRUE キー を 使っ て [USER LEVEL] に 合わ せま す 。 


ALT uomoN PigyLAY 


ss PRF1G 


④ 矢印 を [USER LEVEL] に 合わ せ た 後 「ENT」 
キー を 押し ます 。 


E vFo gs 
に ミー ュー 2 | 
4 
ドニーーー ジ | 


N MKYI FcTIOY PPCAT ペー い っ 
⑤ [Beginner] と [Expert] と 表示 され ます の で 、 
詞 上 矢印 を ダイ ヤル また は 「 ム 」 キー ある い は 「 マ 」 
キー を 使用 し て [Beginner] に 合わ せま す 。 


⑥ 矢印 を [Beginner] に 合わ せ た 後 、「ENT] キー 
を 押し ます 。 


三 イ 2ー 


②⑦ 矢印 が [USER LEVEL] に 戻り ます の で 、「 ヤ ] 
キー を 押し て 矢印 を [END] に 合わ せま す 。 そ 
し て も う 一 度 「ENT」 キー を 押し ます 。 こ れ で 
ビギナー モー ド の 設定 は 終了 で す 。 


① 本 体 左側 面 に ある 「VOLUME」 キー の 上 (4) 
を 押す と 表示 画面 左上 の [VOL] の バー が 増え 
て 行き スピ ー カ ー か ら の 音量 が 大 きく な り ま す 。 
逆 に 「VOLUME」 キー の 下 ( ヤ ) を 押し ます と バー 
が 減っ て 行き 、 ス ピー カー か ら の 音量 は 小さ く な り 
ます 。 


⑨ 信 号 が 入っ て いな い 時 に 音量 調整 を 行う 場合 は 、 本 
体側 面 の 「MONI」 キ ー を 押し な が ら 「VOLUME」 
キー を 操作 し ます と 、 ス ピー カー か ら ノ イズ が 出 て 、 
音量 が 分 か り ま す 。 


[4】 スケ ル チ の 調整 法 

赤 ス ケル チ と は 、 信 号 が 入っ て こない と き に スピ ー カ ー か ら ノ イズ が 出 な いよ うに す 

る た め の 機 能 で す 。 

① 本 体 左側 に ある 「SQUELCH]」 キー の 上 (る) を 
押す と 表面 に 「SQ5」 と いう よう に 表示 され て ス 
ケル チ 感 度 が 深く な り ま す 。 逆 に 「SQUELCH」 
キー の 下 ( ヤ ) を 押す と スケ ル チ 感 度 は 浅く な り 
ます 。 な お 、 こ の スケ ル チ 感 度 は 「SQO」 か ら 
「SQ9」 まで 選択 で きま す 。 


④ スケ ル チ 感 度 の 選択 方 法 は 「SQ0」 の 位置 か ら 
0 「SQUELCH」 キー の 上 (人 ) を 押し て 、 ノ イズ が 
間 El 消え る と ころ (上 界 点 ) に セッ ト し ます 。 あ まり 
| = 88.B9E91 スケ ル チ 感 度 の 深い 位置 に セッ ト し ます と 、 信 号 
ee が 入っ て き て も スピ ー カ ー か ら 音 が 出 て こと な く な 


ーー ニー ニニ ーー ニー ぶろ ぅ ウー ルウ DJ 
り ま す 。 逆 に スケ ル チ 感 度 を 浅く 設定 し すぎ ます 
と 常時 スピ ー カ ー か ら ノ イズ が 出 て いる 状態 と な 
り ま す 。 


ミル 


〔5〕 受信 周波 数 の 設定 


(1) テン キー を 使っ て 周波 数 を 設定 する 
大 本 体 正面 の テン キー を 使用 し て 周波 数 を 入力 する 方 法 で す 。 
① ( 例 ①) 「145.3400」 MHz を 受信 し た い 場 合 、「1」 


CN、 (で ON CsSX、 「4」 「5」「.」「3」 「4] 「ENT」 と 押し ます 。 最後 の 
3 人 ぐ 。 [OO] は 「 ENT] キー を 押す こと で 省略 で きま す 。 
CS で SN 

② ( 例 ②) 「0.5580」 MHz =「558」 KHz を 受信 し 


た いと き に は 、 「0」 「.」「5」] 「5」「 8」「ENT」 と 
押し て いき ます 。( 最 初 の 0= ゼ ロ は 省略 で きま す ) 


③ ( 例 ③) 「1200.0000」 MHz を 受信 し た いと き に 
は 、「1」「2」「0」「0」 「ENT」 と 押す こと で 「『1200. 
0000」 を 受信 で きま す 。 


(2) 公 キ ー と ヤキ ー を 使っ て 周波 数 を 設定 する 
大 本 体 正面 に ある 「A」 キー と 「 ヤ 」 キ ー を 使っ て 周波 数 を 設定 し ます 。 
① 「A」 キ ー を 押し ます と 、 周 波数 が 高く な っ て い 
きま す 。 逆 に 「W」 キ ー を 押し ます と 周波 数 が 低 


(4G、 < く な っ て いき ます 。 こ の 周波 数 の 移動 は 、 受 信 し 
K て いる 周波 数 常 の 周波 数 ステ ッ プ に 従っ て 移動 し 
(の) 


ます 。 こ の 周波 数 ステ ッ プ を 変更 する と き は 『 周 
波数 ステ ッ プ の 変更 』 ( 26 ペ ー ジ ) の 項目 を よ 
く 読 ん で くだ さい 。( エ キス パー トモ ー ド ) 1 


②「F」 を 押し て (また は 押し な が ら )「] キー ま 
た は 「 ヤ | キー を 押し ます と 1MHz 単位 で 周波 
数 が 移動 し て いき ます 。 
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(3) ダイ ヤル を 使っ て 周波 数 を 設定 する 
胡 本 体 上 部 右 に ある ダイ ヤル ツマ ミ を 


し て 周波 数 を 設定 する 方 法 で す 。 
④① ダ イヤ ル を 右 (時 計 方 向 ) に 回 し ます と 周波 数 は 高 


く な り ま す 。 逆 に 左 ( 反 時 計 方 向 ) に 回 し ま と 周 
波数 は 低く な り ま す 。 


ロ 


② 「F」 キー を 押し て (また は 押し な が ら ) この ダ 


イヤ ル を 回 し ます と 10MHz 単 位 で 周波 数 が 上 下 し 
ます 。 


文 本 機 は デュ アル VFO 方 式 と な っ て いま す の で 、 も う 一 つの 周波 数 を 入力 し て お きま す と 科 
単に バン ド を 変え て 受信 で きま す 。 大 文字 で 表示 され て いる 側が 現在 動作 中 で あ る こと を 示 
し ます 。 


① 「VFO」 キー を 押し ます と 「b」 に あっ た 周波 数 が 「B」 
に な り ま す 。 


145. さ 498 
89。 gg89 


ALT AoTaai eiahLAY 


ここ で 周波 数 の 入力 法 を よく 読ん で 、 目 的 の 周波 数 を 
入力 し て くだ さい 。 


ーー 妥 
88.8999 
145。 く 49g 


LT PeomWed eiamuAY 


③ 『A」 VFO と 「b」 VFO を 変え る と き は 「VFO」 キー を 
押し ます 。 


④「F」 キー を 押し て (また は 押し な が ら ) この 「VFOJ 
キー を 押し ます と 、「A] の 周波 数 が 「b」 VFO へ コピ ー 
され ます 。 


[7]】 ス キャン す る 方 法 


店 
Ht 14S. さ 4 
5 ロ 。 回 


、LTm FuNonoN piaPLAT 


る に | ama 


培 14S。 さ 4 
ト 85B。E 痕 上 


区 LT FuwemoN DisPLAY 


信 号 の 出 て いる 周波 数 を 探す の に 便利 な 機能 で す 。 


①「SCN」 キー を 押す と 、 周 波数 ステ ッ プ に 従っ て スキ 
ャ ン を 開始 し ます 。 


② ス キャ ン 中 は 使用 中 (上 段 大 文字 表示 ) の VFO の 所 に 
矢印 が 表示 され ます 。 そ の 矢印 の 向き が 左 の 時 は 周波 
数 が 高 い 方 向 に スキ ャ ツ し も ます 。 


③「 ヤ 」 キ ー を 押す と 、 矢 印 が 右 方 向 に 変更 され 、 周 波 
数 の 低い 方 向 に スキ ャ ン を 開始 し ます 。 周 波数 を 高い 
方 向 に 変化 させ た い 場 合 は 「 人 &」 キー を 押し ます 。 


④ 信 号 が 出 て いる 周波 数 で スキ ャ ソン は 一 時 スト ッ プ し 、 
その 周波 数 を 受信 し て いま す 。 さ ら に スキ ャ ン さ せ た 
い 時 は 、 ダ イヤ ル ま た は 「 人 | /「 平 ] キー を 押し ま 


す 。 


スキャ ン 機 能 の 解除 は 再度 「SCN] キー を 押す こ 
と で 解除 で きま す 。 


[8〕】 サー チ 機 能 を 使う 


文 受信 周波 数 帯 の 周波 数 ステ ッ プ に 従っ た 40 チ ャ ソン ネル ある い は 7 チャ ン ネ ル 幅 で どこ に 信 
号 が 出 て いる か を 探す 機能 で す 。 

* ① 本 体 左側 面 の 「SRCH] キー を 押す と 、 表示 部 に 現在 受 
信 し て いる 周波 数 を 中 心 と し て 、 40 チ ャ ン ネ ル の 幅 で 
(受信 し て いる 周波 数 帯 の 周波 数 ステ ッ プ 幅 で ) どこ に 
信号 が 出 て いる か を サー チ し ます 。 


BB。 HB 
145.34B 


Am rtcmot plsPLAY 


② 信 号 が 出 て いる と その 信号 の 強度 に 応じ て バー が 表示 
され ます 。 そ の 信号 が 出 て いる 周波 数 を 受信 する に は 、 
ダイ ヤル また は 「4」 /「 マ | キー で その 周波 数 を 
中 心 周波 数 に 持っ て 来る こと に より 、 そ の 周波 数 
を 受信 する こと が で きま す 。 


ダイ ヤル を 右 (時 計 方 向 ) に 回 す と 、 信 号 の 出 て いる 
周波 数 は 左 に 移動 し ます 。 逆 に 左 ( 反 時 計 方 向 ) に 回 
す と 、 信 号 の 出 て いる 周波 数 は 右 に 移動 し ます 。「」 
キー を 押す と 、 信 号 の 出 て いる 周波 数 は 左 に 移動 し ま 
す 。 逆 に 「 琶 」 キー を 押す と 右 に 移動 し ます 。 


H 81.5gR 


2 VFO ジ BS 
UE.- 
145.349 


E 


④「F』 キー を 押し て (また は 押し な が ら ) 「SRCH」 キー 
(2 を 押し ます と 、 受 信 周波 数 を 中 心 に 7 チャ ソネ ル 分 を 
6 サー チ し ます 。 な お 、 こ の 場合 で も 各 操 作 は 前 玩 の よ 


VFO ES 
FN mw 
81.5ggG 


ト 145。34 うに 行い ます 。 
er 2 
この サー チ 機 能 の 解除 は 「SRCHJ キー を 押す こと で 解 
除 さ れ ま す 。 


※ 工 場 出荷 時 の サー チ モ ー ド は INTERNAL に 設定 され て いま す の で 、 約 10 秘 に 一 度 サ ー チ 


を 行う た め 、 サ ー チ し て いる 則 は 音 が 途切れ ます 。 
[9】 モニ ター 機能 ー 


大 信号 の 弱い 電波 を 受信 する と き に 便利 な 機能 で す 。 
① 本 体 左側 面 に ある 「MONI」 キー を 押す と 、 押し て いる 
間 は スケ ル チ 機 能 が 解除 され 、 弱 い 信 号 を 受信 する こ 
と が で きま す (信号 が 入っ て いな いと き は ノイ ズ が 開 


こえ ます )。 
② 「MONI!」 キー を 離す と スケ ル チ 機 能 が 働い た 状態 に 戻 
り ます 。 


③ 「F」 を 押し て (また は 押し な が ら ) 「MONI」 キー を 押 
す と 、「MONI] キー を 離し て も スケ ル チ 機 能 が 解除 さ 
れ た 状態 と な り ま す 。 


④⑭ 再 び 「MONI] キー を 押す こと で ③ で 設定 し た 解除 され 
ます 。 


[10】 ラン プ 機 能 
の 6 の 寺 衣 和 人 ど 各 部 が 照明 され 、 使 いや すく な る 機能 で す 。 
①「LAMP」 キ ー を 押す と 、 ダ イヤ ル お よび キー を 操作 


し て いる 間 、 表 示 部 と 各 キ ー が 照明 され ます 。 そ の ま 
ま に し て お きま す と 、 約 5 秒 後に 自動 的 に 消灯 し ます 。 


② 「F」 キー を 押し て (また は 押し な が ら ) 「LAMP」 キー 
を 押す と 、 照 明 が 点灯 し た まま と な り ま す 。 


③ 解 除 は 「LAMP]」 キー を 押す こと で 解除 され ます 。 


[11)】 ビー プ 音 機能 


廊 ビ ー プ 音 と は 各 キ ー や その 他 を 操作 し た 時 に な る 「 ポ ボッ 」 また は 「 ビ ポッ 」 と いう 音 の こ 

と で ます 。 

① 「F』 キー を 押し て (また は 押し な が ら )「9」 キー を 押 
し ます 。 


@ 表 示 部 に [BEEP] と 表示 され 、 そ の 下 に [ON] と 
[OFF] が 表示 され ます の で 、 ダ イヤ ル ま た は 「」 
「〒 ヤ 」 キ ー で 、 矢 印 を [ON] ある い は [OFF] に 
合わ せま す 。 


MtT Fucmow pikPLAY 


⑬ [ON] に 矢印 を 合わ せ た 場 合 、 ビ ー プ 音 は 際 り 
(4QN、 [OFF] に 合わ せ た 場 合 は ビー プ 音 は 鳴り ませ ん 。 
(くき EN 

④「ENT」 キ ー を 押し て 設定 終了 で す 。 


[12)】 キー ロッ ク 機 能 


衣 こ の 機能 を 使用 する と 、 間 違っ て キー が 操作 され る こと が あり ませ ん 。 
① 「F」 を 押し て (また は 押し な が ら ) 「6」 キー を 押し ま 
す 。[Or] が 表示 され て 、「POWER」 キー、 「MONI 
キー」、「VOLUME]」 キー、「SOUELCH」 キー、「F」 
ー、「LAMP」 キー 以外 の すべ て の キー は 押し て も 動 
作 し な く な り ま す 。 


この キー ロッ ク の 解除 は 「F」 キー を 押し て (また は 
押し な が ら ) 「6] キー を 押す こと で 解除 され ます 。 


【13) クロ ッ 婁 TB 


友 こ の 機能 は 現在 の 時 間 を 表示 し た り 、 電 源 を ON ある い は OFF す る 時 間 を 設定 し た り し ま 

す 。 

① 「F」 を 押し て (また は 押し な が ら )「7」 を 押し ます 。 
[TIME] と 表示 され て 、「 事 」 キー を 押す 毎 に [DISP 
TIME] 、[OFF TIMER] 、[ON TIMER] 、[NOW 
TIME}、[END] の 各 項 目 が 表示 され ます 。 項目 を 戻り 
た いと き に は 「 ま 」 キ ー を 押し ます 。 


⑨ [DISP TIME] は 現在 時 間 を 表示 させ る 機能 で す 。 矢 
印 を [DISP TIME] に 合わ せ て 「ENT」 キー を 押し ま 
す 。IDISP TIME] と [OFF]、[ON] と 表示 され ます の 
で 、 そ の どちら か を 選び ます 。[OFF] を 選択 し ます 
と 表示 部 に 時 間 が 表示 され ませ ん 。[ON] を 選択 し 
ます と 表示 部 に 時 間 が 表示 され ます 。 そ の どちら 
か を 選ん だ ら も う 一 度 「ENT] キー を 押し ます 。 
元 の 表示 に 戻り ます の で 、「 ヤ |」 キー を 押し て 矢印 
を [END] に 合わ せま す 。 こ こ で も う 一 度 「ENT] 


TWS as 

き TiE 

+ DISP TIPE 
QFF TIMER 


キー を 押し て 設定 は 終了 で す 。 な お 、 現 在 時 間 を 
設定 する に は [NOW TIME] の 頁 を お 読み 下さ い 。 


③ [OFF TIMER] は 電源 の 切れ る 時 間 を 設定 する こと が 
で きま す 。 矢印 を [OFF TIMER] に 合わ せ て 「ENT」 
キー を 押し ます 。[OFF TIMER] と [**:**] ( こ 
れ は 過去 に 設定 され た こと が な いこ と を 示し ます 。 も 
し 過去 に 時 間 を 設定 し た こと が ある 場合 は 、 そ の 時 間 


(注意 ) 本 機 は バッ テリ ー が 消耗 し た 状 
態 で 長 時 間 放 置 し た 場合 、 又 は 
電池 交換 時 約 10 分 間 以 上 電 
池 を 外し て いる と 設定 し た 時 間 
が リセ ッ ト さ れ ま す 。 


5 VFO 
TifE 

ロ FF TIMER 

+ ON TINER 


HN TIHER 
3 NOM TIRE 


AT ruNcmeM plspLAY 


、、 MT Puwemek ptsptAY 


。 MT ruNeneN prsPLAY 


が 表示 され ます ) と が 表示 され ます 。 分 の 単位 を 設 

する と き は カー ソル が 分 の 位置 に ある こと を 確認 し て 、 
ダイ ヤル を 使用 し て 00 分 59 分 まで 設定 し ます 。 
「 人 」 キー を 押し ます と カー ソル が 移動 し て 時 の 単位 を 
設定 する こと が で きま す 。00 時 23 時 まで 設定 する 
こと が で きま す 。 分 の 単位 を 再度 設定 し な お す と き は 
「 ヤ 」 キー を 押し て カー ソル を 分 の 単位 の 所 に 移動 させ 
ます 。 電源 が 切れ る 時 間 を 設定 し た 後に 、「ENT」 
キー を 押し ます 。 設定 を 解除 する 時 は CLR キ ー を 
押し ます 。 矢印 を 「 ヤ ] キー を つか っ て [END] に 合 
わせ て 、 も う 一 度 「ENT」 キー 押し て 設定 は 終了 
で す 。 設定 し た 時 間 に 自 動 的 に 本 体 の 電源 が 切れ ます 。 


_④ [ON TIMER] は 自動 的 に 電源 が 入る 時 間 を 設定 する 


こと が で きる 機能 で す 。 矢印 を [ON TIMER] に 「4」 
キー また は 「 補 」 キー で 合わ せま す 。 次 に 「ENT] 
キー を 押し ます 。[ON TIMER] と [\ %: 革 区 ] と 表示 
され ます 。 時間 の 設定 方 法 は [OFF TIMER] と 同じ 
で す 。 こ れ で 設定 し た 時 間 に 自 動 的 に 本 体 の 電源 
が 入り ます 。 


[NOW TIME] は 現在 時 間 を 設定 する こと が で きま す 。 


[NOW TIME] の 所 に 「 」 キー また は 「 ヤ 」 キー 
を 押し て 矢印 を 合わ せま す 。 次 に 「ENT」 キー を 
押す と [NOW TIME] と [% %:* ※] (過去 に 時 間 設 定 
が され た こと が ある と き は その 時 間 が 表示 され ま 
す ) が 表示 され ます 。 設定 方 法 は [OFF TIMER] と 


同じ で す 。 時 間 の 設定 が 終了 し た ら 、「ENT」 キー 
を 押し ます 。「 ヤ | キー を 押し て 矢印 を [END] に 合 
わせ ます 。 そ し て も う 一 度 「ENT] キー を 押し て 
現在 時 間 の 設定 は 終了 で す 。 


き hu TE 


221 3 全 


AA Puomae p1eptAY 


14) PMS (プロ グラ ム ス キ ャ ン ) 


大 「PMS」 キー を 押す と 、 登 録 さ れ て いる バン ド 内 を 選択 し て スキ ャ ン し ます 。 工場 出荷 時 
登録 され て いま す が 、 内 容 は エキ スパ ー ト モー ド で 変更 可能 で す (エキ スパ ー ト PMS の 設定 
ペー ジ )。 
① 「PMS」 キー を 押し ます 。 そ の 後 「1」 か ら 「0」 ま で 
の いずれ か の 数 字 キ ー を 押す と 、 そ の 番号 に 対応 し た 
プロ グラ ム ス キ ャ ン を 開始 し ます 。 違 う 数 字 キー を 再 
度 押す と 、 す ぐに その 番号 の プロ グラ ム ス キ ャ ン に 切 
り 替 わり ます 。 
「・」 キー を 押す と 大 文字 「P」 と 小文字 「p」 が 交互 に 
換 り 各々 10 組 計 20 組 選択 で きま す 。 


@ 終 了 す る に は 「VFO]」 キー また は 「MR」 キー を 押し ま 
す 。 


[15) MR (メモ リー) 


大 「MR〕」 キー を 押す と 、 工 場 出 荷 時 に 登録 され て いる 周波 数 に 簡単 に 合わ せる こと が で きま 
す (登録 され て いる 以外 の メモ リー を 選択 する と 周波 数 表示 は され ませ ん )。 メ モリ ー の 内 容 
は エキ スパ ー ト モー ド で 変更 可能 で す (メモ リー の 設定 35 ペ ー ジ )。 メ モリ ー は A、B、C と 3 
種類 の バ パソ ク が あり 、 そ れ ぞ れ 400ch の メモ リー が あり 、 合 計 1200ch あり ます 。 
① 「MR」 キー を 押し ます 。 バ ンク 番号 [A0 こ A9] [BO 
て B9] [CO0-C9] の いずれ か が 表示 され 、「.」 キー を 
押す と 、A、B、 C 順 に バン ク を 選択 で きま す 。 バ ンク 
種類 選択 後に 数 字 キ ー を 押す こと で バン ク 番 号 を 選択 
で きま す 。 


(バンク 番号 選択 後 チ ャ ン ネ ル を 選択 する に は 、 ダ イヤ 
ル ま た は 「」 ノ 「 ヤ 」 キー で 00 一 39 まで の チャ ン ネ 
ル を 選択 で き 、 登 録 さ れ て いる 周波 数 と 名 前 が 表示 さ 
れ ま す 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー デ ーー 


【4】 ヘ ルプ 機能 を 上 手 に 使う 


衣 い ろ い ろ な 操作 に 困っ た と き に 役に立つ 機能 で す 。 一覧 表 に し ます の で 操作 の 参考 に し て 
くだ さい 。 

[1) ヘル プ 機 能 の 動作 方 法 

① ヘ ルプ 機能 を 動作 させ る に は 、「F」 キー を 押し て ( ま 
た は 押し な が ら )「4」 キー を 押し ます 。 


キ 、< % @ 表 示 部 に [ヘル プ ] と 表示 され 、 そ の 下 に 矢印 と [ へ 
ルプ ]、[ ス キャ ン ]、[ ス キッ プ ]、[ オ ー ト メモ リラ イ 
ト 〕 、[ エ キス パー ト ]、[ リ ンク ]、[ タ イマ ー]、[ ト 
ケイ ]、[ コ ピー]、[ デ リー ト ]、[PMR]、[ ク ロー ン ]、 
[ディ スプ レイ ]、 [M.TUNE]、[ ト ウロ ク ]、 [スコ ー プ ] 
の 順 で 表示 され ます の で 、 目的 の 所 に 「」 キー ある 
い は 「 ヤ 」 キー を 使っ て 矢印 を 持っ て 行き ます 。 


、 PAW rcnoN plsPtAY 


③ 次 に 「ENT」 キ ー を 押し ます 。 例 えば [スコープ] の 
所 に 矢印 を 合わ せ て 「ENT]」 キー を 押し ます と [ ス 
コー プ ] と [サー チ ]、[ ズ ー ム ]、「 ピ ー ク サー チ ]、[ サ 
ー チ モー ド ] と いう 項目 が 表示 され ます の で 、「 ネ 」 
キー また は 「 ヤ | キー を 使っ て 目的 の 所 に 矢印 を 
移動 し ます 。 例 えば [ズー ム ] の 所 に 矢印 を 合わ せ て 
再度 「ENT」 キー を 押し ます 。 そ うし ます と [ズー 
ム ]、 騰 40] と いう よう に LCD 上 に 簡単 な 操作 方 法 が 
表示 され ます 。 さ ら に 詳し い 操 作 方 法 を 知り た い 
場合 は 、 こ の 取扱 説明 書 の 「#40』 の 項目 を お 読み 
くだ さい 。 


④ こ の ヘル プ 機 能 を 解除 する と き は 「CLR」 キ ー を 元 
の 画面 に な る まで 押し ます 。 


〔2)〕 ヘ ルプ 機能 の 日 本 語 プ 英語 選 択 方 法 


①「F」 キ ー を 押し て (また は 押し な が ら )「ENT」 キー 
を 押し ます 。 


ーー 


@[LANGUAGE] と 表示 され た と ころ に ダイ ヤル また 
は 「4」 /「 ヤ | キー を 押し て 、 矢 印 を 合わ せ て [ENT] 
キー を 押し ます 。 


③【[ ニ ホン ゴ ] [ENGLISH] と 表示 され ます の で 、 ダ イ 
ヤル また は 「A」 /「\」 キー を 押し て どちら か に 
矢印 を 合わ せ 選 択 し ます (工場 出荷 時 は 日 本 語 に 
設定 され て いま す )。 矢印 を [ニホン ゴ ] に 合わ せる 
と その 後 の ヘ ルプ 表示 は 日 本 語 と な り ま す 。 


ヘル プ 機 能 一 覧 表 


ヘル プ |FF] 4」 っ TENT」 っ 
「 全 」/「 ヤ 」 [人 」/「 や ヤ 」 


2 キー ドウ ジオ シ 
キー 1 ビョウ オシ Ir6】 (2 
トリ セツ サク イン 一 
セン タク マタ ハ ツ ギ ノド ウサ | 一 
アッ プ キー 
ダウ ソン キー 
マタ ハノイ ミ 
MR SCN 
VFO っ SCN 
VFO 一 F & SCN 
モー ド セ レ クト 
MR ! 一 MODELSEL 
スキ ャ ンス ター ト 
MR SCN 
PMS 一 CLR 


PMS っ F&CLR 


PMS~F&5 
セレ クト ON 
F & ENT 一 USER 
MR BANK LINK 
PMS ! PROG_LINK 


F&7ーON TIME 
F&7ーOFF_TIME 
F&7 一 DISP 


ヘル プ |TF] キ 「4」 っ | 「ENT」 っ 
普 号 | 「 全 」/「 ヤ 」 人 」/「 や 」 


MR っ VFO 


MR 一 F & VFO 


PMSーVFO 


PMSーF & VFO 


MR バン クコ 


MR! っ EDT っ BNK.COPY 


PMS ! っ EDIT っ PMS.COPY 


」 PMS コピ ー 


MR CH 
コピ 


MR ! EDIT 一 CH.COPY 


メモ リー 
パ バンク 


MR ! っ EDITーBNK.DEL 


メモ リーCH 


MR! っ EDIT 一 CH.DEL 


PMS! っ EDT っ PMS.DEL 


MR ! ~PMR 


MR 一 F & SCN 


PWR_OFF 一 F &+ PWR 


PWR_OFF っ MONI & PWR 


デモ モー ボー or= 


MR 一 ENT 1 
M.TUNE 1 PMS ENT 【6】 (5]| 54 
トウ ロク メモ リーMR VFOF & MR 8 ~ 54 
トゥ ロク 。 | ブロ グラ ム VFOーF& PMS 【6】 (16) 

PMS 
F& SRCH っ 7CH 

スコ ー プ サー チ 0 【6】 (7 
スコ ー プ ズー ム SRCH ! っ ZOOM 【6】 7 
スコ ー プ | ピー クサ ー チ SRCHーF&+ or 【6】 (1 の 
スコ ー プ | サー チ モ ー ド | SRCH ! っ MODE 【6)(17| 55 | 


【5】 エ キス パー トモ ー ド の 操作 法 ( 


太 ビ ギ ナ ー モ ー ド で 本 機 の 操作 方 法 に 慣れ た ら 、 い ろ い ろ な 操作 を も っ と 楽し わこ と が で き 
る エキ スパ ー ト モー ド に 移っ て 本 機 の 性 能 を 充分 に 引き 出し て 応用 操作 を し よう 。 


[1]) エキ スパ ー ト モー ド へ の 移行 操作 


① 「F] キー を 押し て (また は 押し な が ら )「ENT」 キー を 
押し ます 。 


ーー や ② [CONFIG] と [USER LEVEL]、[END] と 表示 され ま 


s CTFTG す の で 、 矢 印 が [USER LEVEL] に ある こと を 確認 し ます 。 
4 に LEUEL 
し _END_ 


き 日 
1 


⑨ 「ENT」 キー を 押す と [Beginnerl と [Expert] と 表示 さ 
ク し | ーー れ ま す の で 、「 ヤ | キー を 押し て 矢印 を [Expertl に 合 


Ee9giriner' 
> ExPeFt 


Bs 


vo ます の で 、「 補 | キー を 押し て 矢印 を (END] に 合わ せ 
sa PFIG ます 

ょ USER LEUEL の 
EHTT 5RUE 


VFO 
ws LUHFIG 

FREE SETUP 
3 EHD 


MLT FUNcTIoN plsPLAY 


(En ⑧ 矢 印 を [END] に 合わ せ た 後に 、 も う 一 度 「ENT」 キー 


パン を 押し て 設定 は 終了 で す 。 


【6】 エ キス パー トモ ー ド で の 各 キ ー の 操作 法 
衣 ヘル プ 機 能 の 表示 に 従っ て 各 キ ー が どの よう に 動作 する か を 説明 し ます 。 


Lz01 


(1) 「2 キ ー ド ウジ オシ 」 


① 《 受 信 電 波 型 式 の 切り 替え 》 
[Fl + 1 ー モ ー ド 切り 替え ニー ダイ ヤル 回 すか 、 ま た は 「A」 ノ 「W」 キー 
を 押し て 目的 の 受信 電波 型式 を 選ぶ こと が で きま す 。 
+CG、 [AUTO] に し ます と 受信 周波 数 に より 自動 的 に 電波 型式 
が 確定 し ます 。 選 択 し た い 電 波 型式 が 確定 し た ら 「ENT」 

キー を 押し て 確定 し ます 。 


vo es 
FOOE FIT 
* HLTQ 


AUTO 宮 AM 有 NFM 妥 WFM 且 USB 受 LSB 有 CW に の 防 に モー ド が 化 し ます 。 


② 《 周 波数 ステ ッ プ の 変更 》 
「F」+「2」 周波 数 ステ ッ プ の 切り 替え = 受信 周波 数 の 
ステ ッ プ (ダイ ヤル ) を 回 し た と き に 次 の 周波 数 に 移行 
する 周波 数 幅 の こと ) を 切り 替え て 20 種類 か ら 選 択 する 
叶 NO こと が で きま す 。[AUTO STEP] を 選択 し ます と 、 受 信 
ぐ ` し て いる 周波 数 常に より 自動 的 に 周波 数 ステ ッ プ が 決定 
し ます 。 選択 方 法 は ダイ ヤル 、 ま た は 「4」/「 マ 」 
と キー を 押し て 、 目 的 の 周波 数 ステ ッ プ に 矢印 を 合わ 


せ 、「ENT」 キー を 押し て 決定 し ます 。 ス テッ プ 変 更 

ミ 5TEP 1eetz | 只 を 行う と 、 そ の ステ ッ プ で 割り 切れ る 周波 数 に 自動 

ュ HUTO 語 的 に 修正 され ます 。20kHz ス テッ プ で 奇数 周波 数 を 選 

er WON ysce、 先 に STEP を 合わ せ た 後 で 、 周 波数 を キ 
ーー 、 ー 入 力 し ます 。 


周波 数 ステ ッ プ は 下記 の 20 種類 の 中 か ら 選 択 す る こと が で きま す 。 


STEP 50Hz100Hz1kHz 有 2kHz さ 5kHz6.25kHz 用 9kHz 放 10kHz12.5kHz15kHz 
6 


500kHz250kHz 有 200kHz2150kHz125kHzS100kHz 記 50kHz30kHzS25kHz20kHz 


ーー 
日 89.9gaB 
E 145. さ 4 


AAAT PutonoN pisPuAY 


、、 Am と ucmoN pieetAY 


rm 
&NFT1 am 
H 144.SBB 
EE 145. マ 4 


MT rwcmoN Due か LAY 


@@⑥@⑥。 


O 


Po ALIMCD | 
oe95 | 
] )⑤⑥⑨ 
M 3 ⑥⑥⑯⑨ | 

/ の ⑥@⑥⑨ 」 
R 0 還 'TTT ポ ー ュ ンプ 


> つう 


③ 《 ア ッ テ ネ ー タ 機能 の 動作 》 


「F」 +「3] つ ア ッ テ ネ ー タ の 動作 = 受信 し て いる 信号 が 
他 チ ャ ソン ネル の 強力 な 信号 で 影響 を 受け て いる よう な 場 
合 、 こ の 機能 を 動作 させ る こと に より その 影響 を 軽減 し 
ます 。 表示 部 に [ATT] と 表示 され て 、 ア ッ テ ネ ー タ 機 
能 が 動作 し て いる こと を 示し て いま す 。 解除 は 再度 「F」 
+「3」 で 解除 に な り ま す 。 


④ 《 ヘ ルプ 機能 》 


「F」 +「4」 っ ヘル プ 機 能 = 各種 操作 が 分 か ら な く な っ た 
と き に 、 こ の 中 の 項目 を 探し て 操作 を し て くだ さい 。 な 
お 、 こ の 機能 の 詳し い 取 り 扱い に つい て は 【4】 の 『 ヘ ル 
プ 機 能 』 の 項 を お 読み くだ さい 。 


⑤ 《 オ ー ト メモ リラ イト 機能 》 


「F」 +「5] っ オー トメ モリ ライ ト 機 能 = ス キャ ン 中 に 信 
号 が 入っ て 止ま っ た 周波 数 を 自動 的 に メモ リバ ンク C9 に 
青き 込む 機能 で す 。 メ モリ 数 は 40 件 で す 。 た だ し 、 
この 機能 は PMS モー ド の と きだ け 働 きま す 。 


⑤-①VFO モ ー ド で VFO[A] に スキ ャ ン の スタ ー ト 周 
波数 を 設定 し ます 。 次 に VFO [b] スキ ャ ン の エン 
ド 周 波数 を 設定 し ます 。 

⑤-②④「F」 キ ー を 押し て (また は 押し な が ら )「PMS 

SET」 キ ー を 押し ます と 、[EDIT BANK] と 表示 

され ます の で 、 数 字 キ ー ま た は ダイ ヤル を 使 

用 し て バン ク 番 号 を 決定 し ます 。 


グ 


EDIT STFRT 
F 144.S5GMB 


KT PuMcneN olsPtAY 


EDTT END 
FP8 145.3ggg 


ペーーーー ーー 
IALT ruNomeN pigPLAY 


ERITNaE | 
BECDEFGHIJK 


、 MXm puNcmew piaeLAY 


⑮-③ パ ンク と バン ク 番 号 が 決定 し た 後に 「ENT」 


キー を 押し ます と [EDIT START] と 表示 され て 、 
VFO モ ー ド の と き の VFO「[A] に 入れ た 周波 数 が 
スキ ャ ン の スタ ー ト 周波 数 と し て 登録 され ます 。 
次 に 「ENT」 キー を 押す と 、[EDIT END] と 表 
示さ れ 、VFO モ ー ド の と き に VFO[b] に 入れ ら 
れ た 周波 数 が スキ ャ ン エ ンド 周波 数 と し て 登 
録 さ れ ま す 。 


⑤⑥-④ こ こと で 「ENT」 キー を 押す と 、[EDIT NAME] 


と 表示 され て 、 そ の 下 に 文字 が 表示 され ます 
の で 、 ダ イヤ ル を 回 し て 選び た い 文 字 の 所 に 
カー ソル を 持っ て いき ます 。 な お 、 文 字 は ア 
ルフ ァ ベ ッ ト 大 文字 、 アルファベット 小文字 、 
カタ カナ 、 カ タカ ナ 小 文字 、 数 字 、 記 号 の 順 
に 表示 され ます 。 選び た い 文 字 が 決ま っ た な 
ら ば 、「 ヤ | キー を 押し ます 。 最 大 8 文字 まで 
登録 する こと が で きま す 。 も し 選ぶ 文字 を 間 
遠 え た り し た 場合 は 「 公 | キー を 押す こと で 1 
文字 づつ 消す こと が で きま す 。 文字 が 決定 し 
た な ら ば 「ENT」 キー を 押し ます 。 


⑤-⑤ こ こ で VFO モ ー ド に 戻り ます の で 、「PMS」 キー 


を 押し ます 。 こ れ で 先ほど 設定 し た 周波 数 範囲 で 
スキ ャ ン を 開始 し ます 。 な お 、 ス キャ ン の 向き ( 周 
波数 の 高い 方 に スキ ャ ン を 開始 する の か 、 低 い 方 
に 開始 する の か ) を 決め る の は 「」 キ ー あ る い 
は 「 ヤ 」 キ ー を 押し ます 。 こ れ に より スキ ャ ン 時 
の 矢印 の 表示 方 向 が 逆 に な り ま す 。 


⑮- ここ で オー トメ モリ ライ ト 機 能 を 働か せる 場合 
は 、「F」 キー を 押し て (ある い は 押し な が ら ) 「5]」 
キー を 押し ます と 、 [AUTO MW] と 表示 され 、 そ 
の 下 に [OFF]、[ON] と 表示 され ます の で 、「〒」 
キー を 押し て [ON] の 所 に 矢印 を 持っ て 行き ま 
す 。 こ こ で 「ENT」 キー を 押す と 、 ス キャ ン 中 に 
入 感 し た 電波 の 周波 数 を 自動 的 に メモ リ し ます 。 


ーーーーーー ⑮⑥-⑦ こ の 自動 的 に メモ リ さ れ た 周波 数 を 確認 し た い 
ミ HITH [ 逢 と き に は 「MR」 キ ー を 押す と 、 バ ンク [C9] に 


iP メモ リ さ れ て お り 、 ダ イヤ ル を 回 すか 「 ム 」 キー 
re neo か 「W」 キー を 押す こと で メモ リ さ れ た 周波 数 を 
認 する こと が で きま す 。 


⑥ 《 キ ー ロ ッ ク 機 能 ) 
「F」+ [6」 キー ロッ ク 機 能 =【3】 [12) の 項 を 読み く 
だ さい 。 


⑦ 《 ク ロッ ク 機 能 》 
「F」 +「7」 クロ ッ ク 機 能 =【3】 〔13〕 の 項 を お 読み く 
だ さい 。 


《 プ ライ オリ ティ 機能 》 
「F」 + 「8] つ プ ライ オリ ティ 機能 = 優先 的 に 受信 し た い 周 
波数 を 受信 する 機能 で す 。 5 秒 に 1 度 プ ライ オリ ティ チ 
ャ ン ネ ル を 受信 し ます 。 


⑨ 《 ビ ー プ 音 》 
「F」+ 「9」 ユビ ー プ 音 機 能 =【3】 (11} の 項 を お 読み く 
だ さい 。 


《 パ ス 設 定 機能 》 
[F」+ 「CLR」 パス 機能 =「PMS」 キー を 押し て プロ グ 
ラム スキ ャ ン 中 に あら か じ め 設 定 し た 周波 数 を 聞か ず に 、 
その 周波 数 を 飛ば し て スキ ャ ソン を し ます 。 


に 


ー29 一 


⑩-① あ ら か じ め 「⑤-① て ⑤-⑦」 まで の 設定 を 行 
っ て お きま す 。 


⑩-④「PMS」 キー を 押し て 、⑩⑲-① で 設定 し た 周 
波数 を 呼び 出し ます 。 


⑯-③ ス キャ ン が 開始 する と 信号 が 入 感 し て きま す 。 
この と き 、 も し その 周波 数 を 開き た く な いと 思 
っ た な ら ば 「CLR」 キー を 押し ます 。 


⑯-④ 前 項 で 聞き た く な い 周 波数 を 設定 し た な ら ば 、 
「F」 キー を 押し て (また は 押し な が ら ) 「CLR」 
キー を 押す と 、 表 示 部 に 先ほど 聞き た く な いと し 
て 設定 し た 周波 数 が 表示 され ます 。 も し ここ で 設 
定 し た 周波 数 を 復活 させ て 、 聞 く よ う に し た い 場 
合 は 、 矢 印 を その 周波 数 の 所 に 「 公 」 キー ある い 
は 「 軍 」 キー を 用 いて 持っ て 行き ます 。 そ し て そ 
こ で 「CLR」 キー を 押す と 、 そ の 周波 数 は 設定 か 
ら 消え ます 。 な お 、 設 定 し た 周波 数 の 確認 は 「 軍 」 
キー ある い は 「」 キー を 押す こと で 確認 で きま 
す 。 な お 、 パ ス す る こと が で きる 周波 数 は 1 プロ 
グラ ム で 50 件 まで で す 。 


⑪ 《 各 種 機能 設定 》 

「F] +「ENT」 一 各種 機能 の 設定 = [USER LEVEL] 
[LANGUAGE] [BATT SAVE] [SCAN SETUP] [PRI 
SETUP] の 各種 機能 を 設定 で きま す 。 


⑪-① [USER LEVEL】 =【3】 の 項 を お 読み くだ さい 。 


+ BHTT 5HUE 
SCHN 5ETUP 


_ Am Puwemok bismtAv 


⑪-② [BATT SAVE] = ダイ ヤル を 回 すか 、 ま た は 「4」 


Vo BS 


ERHTT SHE 


ロ FF 
ュ MR 


AT PumomeN DimPLAY 


っ @Q、 


っ > sCHH HODE 
_5-LEUEL 


MLT Fc DimPUAY 


/「 ヤ キー を 押し て 、 矢 印 を この 項目 の 所 に 合 
わせ ます 。「ENT」 キー を 押す と 、[OFF] [ON] と 
表示 され ます の で 、 バ ッ テ リ ー セ ー ブ 機 能 を 動作 
させ る 場合 に は [ON] に 「 ヤ 」 キー を 押し て 矢印 を 
合わ せま す 。 も し この 機能 を 動作 させ な い 場 合 は 、 
[OFF] の 所 に 矢印 を 持っ て 行き ます 。 ど ちら か に 
決定 し た ら 「ENT] キー を 押し ます 。 次 に 「〒 ヤ ] 
キー を 押し て [END] の 所 に 矢印 を 合わ せ 「ENT」 
キー を 押し て 終了 で す 。 


⑪-③ SCAN SETUP] = この 項目 に 矢印 が ある と き 、 


「ENT」 キー を 押す と 、[SCAN MODE1 [S-LEVEL] 
の 各 項 目 が 表示 され ます 。 各 項目 の 選択 方 法 は 
「 全 | キー ある い は 「 補 | キー を 押し て 、 目 的 の 
項目 の 所 に 矢印 を 合わ せま す 。 そ こ で 「ENT] キ 
ー を 押し ます と 下記 の 項目 が 表示 され ます の で 、 
そこ で も 目的 と する 項目 の 所 に 矢印 を 合わ せ 、 
[ENT」 キー を 押し て 決定 し ます 。 


⑪-③-① [BUSY] = ビジ ー ス キャ ン を 行う 設定 で す の 


で 、 こ れ を 選択 する と 「SCN」 キー を 押し た 
合 、[BUSY SCAN] を 行い 、 信 号 が 出 て 
いる 周波 数 が ある と 、 そ の 信号 が 無く な る ま 
で その 周波 数 で 停止 し ます 。 


⑪-⑨③-② [STOP] = スキ ャ ン 中 に 信号 が 入る と その 周 


波数 で スキ ャ ン を 停止 し ます 。 こ れ は 信号 が 
無く な っ て も スキ ャ ン を 開始 する こと は あり 
ませ ん 。 


⑪-③⑧-③ [TIMER] = スキ ャ ン 中 信号 が 入る と 、 そ の 


ュ > SCHH HODE 
5-LEUEL 


nFF 
ょ LEUEL 8 


AT ruNemeN onsPLAY 


+ ょ LEUEL 回 


AAT FuHcmek pitpLAv 


VFo BS 


SCFN SETLP 
ョ ーLEUEL 
* END 


Km の pmeu nteet ey 


周波 数 で 5 秒間 スキ ャ ン を 停止 し 、 信 号 が 入 
り 続け て いて も 5 秒 後に は また スキ ャ ン を 開 
始 し ます 。 


⑪-③-④【[S - LEVEL] = スキ ャ ン 中 あら か じ め 設 


され た S メ ー タ レベ ル 以 上 の 信号 が 入っ て き 
た 時 に スキ ャ ン が 停止 し ます 。[S - LEVEL] 
の 所 に 矢印 を 合わ せま す 。 こ こ で 「ENT] 
キー を 押す と 、[OFF] と [LEVEL 0] と 表示 さ 
れ ま す 。 こ こ で この 機能 を 使用 し な い 場 合 
は {OFF] に 矢印 を 合わ せ 、「ENT] キー を 押 
し ます 。 そ し て 「 ヤ 」 キー を 押し て 矢印 を 
[END] に 合わ せ 、「ENT」 キー を 押し ます 。 
この 機能 を 使用 する 場合 は 、「 マ | キー を 
押し て 、 矢 印 を [LEVEL 0] に 合わ す と 、 カ 
ー ソ ル が [0] の 所 で 点 減 し ます の で 、 ダ イ 
ヤル を 回 し て [0ー7] の 問 で 設定 し ます 。 な 
お 、7 と いう の は 信号 が 強い こと を 意味 し 
て 、 こ れ で 設定 し ます と 、 か な り 強 力 な 信 
号 で な い 限り スキ ャ ン は 停止 し な いこ と に 
な り ま す 。S レ ベル を 設定 し まし た ら 、 
「ENT」 キー を 押し ます 。 次 に 「 宮 ] キー 
を 押し て [END] の 所 に 矢印 を 合わ せ 、 再 度 
「ENT」 キー を 押し て 設定 は 終了 で す 。 


⑪-④ [PRI SETUP] = プラ イオ リティ の 設定 項目 で す 。 

cCRN SETUP 優先 的 に 受信 し た い 周波 数 を 設定 し た と き に 
ぅ FRI SETUP 働く 機能 で す 。 上 記 の 表示 の と き に 「ENT] 
AT reneM petY キー を 押す と [PRI MODE] と [CHANNEL] 
と 表示 され ます 。 


ko 
プ グ 

※ [PRI MODE] で 「ENT」 キー を 押し ます と 、 次 の よう 
な 表示 が 出 ます の で 、「4」 ノ 「 ヤ 」 キー を 押し て 矢印 を 
目的 の 項目 に 合わ せま す 。 


⑪-④-① [BUSY] = プラ イオ リティ 周波 数 で そこ の 信 
で 号 が 無く な る まで 受信 し 続け ます 。 
ーー 
グ 


⑪-④-② [STOP] = 受信 信号 が 無く な っ て も その 周波 
数 を 受信 し 続け ます 。 


TIMER]= こ こ に 設定 する と 、5 秒 間 プ ライ 
オリ ティ 周波 数 を 受信 し ます 。 こ れ ら の 設 
定 が 終了 する と 「ENT| キー を 押し ます 。 
「 ヤ 」 キー を 押し て 矢印 を [END] に 合わ せ 
「ENT」 キー を 押し て 設定 は 終了 で す 。 


※【[CHANNEL] に し て 「ENT」 キ ー を 押し ます と 次 の 表 
示 が 出 ます 。 


⑪-④-④ [CHANNEL] = これ は バン ク と チャ ン ネ ル 


で wQ、 の 設定 で す 。 ダ イヤ ル を 回 し て 目的 の パン ク 
の 2 
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番号 に し ます 。 カ ー ソ ル 位 置 の 変更 は 「 和 」 
ノ 「 一 」 キー を 押し て 変更 し ます 。 バ ンク と 
チャ ン ネ ル 番 号 を 設定 し た ら 「ENT]」 キー、 
「 ヤ 」 キー を 押し 、 矢 印 を [END] に 合わ せ 
「ENT]」 キー を 押し て 設定 は 終了 で す 。 


「F」 +「PMS ノ SET」 つ プ ログ ラム スキ ャ ン の 設定 = あ 
ら か じ め VFO モ ー ド で スキ ャ ン を する 周波 数 を 設定 し ま 
す 。「F」 キー を 押し て (また は 押し な が ら ) 「PMS」 キー 
を 押し ます 。[EDIT BANK] と 表示 され て 、[P0O] に 周 
波数 が 表示 され ます 。 カ ー ソ ル が [0] の 所 に あり ます の 
で 、 ダ イヤ ル を 回 し 適当 な バン ク 番 号 を 設定 し ます 。 
「・」 キー を 押す と 「P」「p」 が 換わり ます 。 

次 に 「ENT]」 キー を 押す と 、[EDIT STAHT] と 表示 
され ます 。 そ し て 先ほど 設定 し た バン ク 番 号 の 所 に 周 
波数 が 表示 され ます 。 こ こ で また 、「ENT」 キー を 押 
す と [EDIT END] と 表示 され て 、 周 波数 が 表示 され ま 
す 。 次 に また 、「ENT」 キー を 押す と [EDIT NAME] と 
表示 され て 、 そ の スキ ャ ン の 名 前 な ど を 入力 する こと 
が で きま す 。 こ れ は ダイ ヤル を 回 すこ と で 、 ア ルフ ァ 
ベッ ト 大 文字 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 小 文字 、 カ タカ ナ 、 カ 
タカ ナ 小 文字 、 数 字 、 記 号 の 順に 表示 され ます の で 、 
必要 な 記号 を 「 マ | キー を 押し 決定 し ます 。 ま た 、 
「F]」 キー を 押し な が ら ダ イヤ ル を 回 す と 、 行 単位 で 
文字 が すばやく 選択 で きま す 。 な お 、「 人 人 キー を 押 
すこ と で 1 文字 取り 消し する こと が で きま す 。 最 大 8 
文字 まで 入力 する こと が で きま す 。 それら が 決定 し た 
な ら ば 、「ENT」 キー を 押し ます 。VFO モ ー ド に 戻り 
ます の で 、「PMS」 キー を 押す と 先ほど 設定 し た 周波 
数 範囲 で スキ ャ ン を 開始 し ます 。 ス キャ ン 方 向 の 変更 
は ダイ ヤル を 回 すか 、 ま た は 「 人 人] /「 マ 」 キー を 押 
すこ と で 変更 する こと が で きま す 。 な お 、「PMS」 キ 
ー を 押し た と き に 目的 の バン ク 番 号 が 表示 され な か っ 
た 場合 は 、 各 数 字 キ ー を 押す こと で 目的 の バン ク 番 号 
を 設定 する こと が で きま す 。VFO モ ー ド に 戻る と き 


は 「VFO]」 キー を 押し ます 。 
⑬ 《 デ ュ ア ル VFO コピー}) 
呈 「F」 +「VFO」 っ デュ アル VFO コピ ー 機 能 = 上 段 の 大 文 
SS RM EE し ま 
A 81.4000 


B 80.2000 の 時 は 
A が b に コピ ー さ れ て 左 図 の よう に 表示 され ます 。 


1 。 4g 
bB 51.4EGB 


《 メ モリ の 書き 込み 》 
「F] +「MR/MW」 ユメ モリ の 書き 込み 機能 = まず 、 
Na ド で メモ リ し た い 周 波数 を 設定 し ます 。 次 
、「F」 キー を 押し (また は 押し な が ら ) 「MR」 キ 
2 [EDIT BANK] と 表示 され 、 バ ンク 番号 
の カー ソル が 点 減 し ます 。 こ の バン ク は [A0A9] [BO 
<B9] [C0~C9] ま で 選択 する こと が で きま す 。 こ れ は 
ダイ ヤル を 回 すか 、 直 接 数 字 キ ー で も 選択 する こと が 
で きま す 。 次 に その 下 に 表示 され て いる 番号 は 「 ャ ] 
キー を 押す と 、 カ ー ソ ル が 下 の 番 号 の 所 に 移動 し ます 
の で 、 こ れ も ダ イヤ ル を 回 すか 、 直 接 数 字 キ ー で 番号 
を 選択 ・ 入 力 す る こと が で きま す 。 例 えば バン ク [A5] 
の [22] チャ ン ネ ル 目 に メモ リ す る と し た な ら ば 、 ダ 
イヤ ル を 回 し て バン ク 番 号 を [A5] に し て 、「 ヤ 」 キー 
を 押し て カー ソル を チャ ン ネ ル 表 示 の 位置 に 移動 し 
て 、 こ こ で ダイ ヤル を 回 すか 、「2」「2] と 数 字 キ ー 
を 入力 し ます 。 こ の よう に し て メモ リ す る バン ク と チ 
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ャ ン ネ ル が 決ま り ま し た ら 、「ENT」 キー を 押し ます 。 
[EDIT NAME] と 表示 が 出 て 、 文 字 が 表示 され ます 。 こ 
こ で メモ リ す る 周波 数 に 名 前 を 入れ る こと が で きま 
す 。 こ の 文字 は ダイ ヤル を 回 すこ と と で 、 ア ルフ ァ ベ ッ . 
ト 大 文字 アル ファ ベッ ト 小 文字 、 カ タカ ナ 、 カ タカ 
ナ 小 文字 、 数 字 、 記 号 の 順に 表示 され ます 。 目的 の 文 
字 や 記号 が 決ま り ま し た ら 、「〒 ヤ | キー を 押し ます 。 
も し 選択 間違い な ど で 取 り 消 し た いと き は 、「4] キ 
ー を 押し ます 。 最 大 8 文字 まで 文字 や 記号 、 数 字 な ど 
を 選ぶ こと が で きま す 。( 何 も 選 ば な いこ と も で きま 
す )。 この 選択 が 終了 する と 、「ENT] キー を 押し ます 。 
これ で メモ リ の 書き 込み は 終了 で す 。 試し に メモ リ が 
正しく 入力 され て いる か どう か を 確認 する た め に は 
「MR」 キー を 押し て 、 バ ンク と チャ ン ネ ル 番 号 を 設 
定 し て み ま し ょ う 。 な お 、 メ モリ モー ド か ら VFO モ 
ー ド に 戻る と き は 「VFO| キー を 押し ます 。 


⑮ 《 ス キッ プ 機 能 》 

エキ スパ ー ト モー ド で メモ リモ ー ド 時 、 メ モリ スキ ャ 
ン で スキ ッ プ し た い チ ャ ン ネ ル が ある 場合 、 そ の チャ 
ン ネ ル を 選ん で F を 押し な が ら 「CLR] キー を 押す と 
SKIP が 表示 され 、 メ モリ スキ ャ ン 時 に その チャ ン ネ 
ルス キッ プ す る よう に 設定 で きま す 。 設定 を 解除 する 
に は SKIP 設 定 さ れ て いる チャ ン ネ ル で 再度 CLR キ ー 
また は F キ ー を 押し な が ら 「CLR] キー を 押し ます 。 


⑯ 《 ス ケル チオ ー プ ン 機 能 》 

「F〕 +「MONI] つ ス ケル チオ ー プ ン 機 能 =「F」 キー を 
押し て (また は 押し な が ら ) 本 体 左 脇 の 「MONIJ」 キー を 
押し ます 。 ス ケル チ は MONI キー か ら 指 が 離れ て も 開放 
され 続け ます 。 ス ケル チ を 閉じ る に は も う 一 度 「MONI」 
キー を 押し ます 。 


⑰ 《7 チャ ン ネ ルス コー プ 機 能 》 

「F」 + 「SRCH」 つっ 7 チャ ン ネ ルス コー プ =「F」 キー を 
押し て (また は 押し な が ら ) 「SRCH] キー を 押す と 
表示 部 に 7 チャ ン ネ ル 分 の チャ ン ネ ルス コー プ が 表示 
され ます 。 こ の 機能 の 解除 は も う 一 度 「SRCH] キー 
を 押し ます 。 な お 、「SRCH」 キー を 単独 で 押し た 場 
合 は 40 チ ャ ン ネ ル 分 の チャ ン ネ ルス コー プ を し ます 。 


《 ラ ンプ 機能 》 
I 「F」+「LAMP」 ー ラ ンプ 機能 =【3】 (10】 の 項 を お 読 
みく だ さい 。 


《 リ セッ ト 機 能 》 

「F] +「POWER」 つ リ セッ ト 機 能 = 「F」 キー を 押し て 
(また は 押し な が ら )「POWER」 キー を 押し て 電源 を 入れ 
る と 、[USER RESET] と 表示 さ れ て 、[CANCEL] 
[SYSTEM] [ALL] と 表示 さ れ ま す 。 
[CANCEL] は リセ ッ ト し な いと いう こと で す 。 
[SYSTEM] は 機能 設定 され て いる と ころ が 初期 化 さ 
れ 、 メ モリ チャ ン ネ ル の 内 容 は 保存 され ます 。[ALL] 
は 全て の メモ リ や 今 まで 設定 し た 項目 が 全て 消え て し 
まい ます 。「」/「 ヤ 」 キー を 押し て 、 矢 印 を 必要 な 
項目 の 所 に 合わ せ 、「ENT」 キー を 押し て 終了 で す 。 
な お 、 こ の 操作 は プリ プロ グラ ム さ れ て いる 全て の メ 


PA モリ な ど が 消え て し まい ます の で 、ALL リ セッ ト を 行 


PLT の eomeal DistAY 


う 時 に は 充分 に 注意 し て 行っ て くだ さい 。 


# 02 


2] 「 キ ゴウ ! キー1 ビ ョ ウオ シ 胃 
各 キー を 1 秒 以 上 押す こと で 動作 する 項目 を 説明 し ます 。 


① 《 プ ログ ラム スキ ャ ン の 各種 設定 》 

「PMS] キー を 1 秒 以 上 押す ーー プ ログ ラム スキ ャ ン セ ッ ト 
アッ プ = ニ まず 【6】 [1〕 ⑫ の 説明 に 従っ て 、 プ ログ ラム ス 
キャ ン を する 範 囲 を 設定 し て お きま す 。 容 に 「PMS」 
キー を 1 秒 以 上 押し ます 。 [PMS SETUP] [PROG 
LINK] [PROG EDIT] [END] と 表示 さま す の で 、「 生 」 
/「 ヤ | キー を 押し て 目的 の 項目 に 矢 E 還 を 合わ せま す 。 
きま す 。 


* PROG LINK 
PROG_EDIT 
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①-① [PROG LINK] = あら か じ め 入 力 し た プロ グラ 
ム ス キ ャ ン 周 波数 範囲 内 、 必 要 な 範囲 を スキ ャ 
ン す る た め の 機 能 で す 。 矢印 を PROG LINK に 
合わ せ 「ENT」 キー を 押し ます 。 カ ー ソ ル が バ 
ンク の 所 で 点 減 し ます 。 こ こ で 今 ま で 設定 し た 
プロ グラ ム ス キ ャ ン の バン ク 番 号 を 入力 し ま 
す 。 例 えば [P21 を スキ ャ ン し た い 場 合 は 「2」 
キー を 押し ます 。[P] バ ンク の 全 チ ャ ン ネ ル を 
スキ ャ ン し た い 場 合 は 「0] キーー「9] キー 


ME 


を まで を 全部 入力 し ます 。 チ ャ ン ネ ル を 決め た ら 
2X う 「ENT」 キー、「〒」 キー と 押し 矢印 を [END] に 
と < 合わ せ 、「ENT」 キー を 押し て 設定 は 終了 で す 。 


①-② [PROG EDIT] = この 項目 に は [PROG COPY] 
[PROG DEL] [END] の 各 玉 目 が 表示 され ます 。 


Am ruMcmoN PutPtAY 
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①-@-① [PROG COPY] =「 人 4] キー ある い は 「 ヤ 」 
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PROG EDIT 

ぅ PROG COPY 
PROG DEL 


①-⑨-⑧ 


キー を 押し 、 矢 印 を ご の 項目 に 合わ せま す 。 
次 に 「ENT」 キー を 押す と [P] バ ンク の 番 
号 の 所 で カー ソル が 点 減 し ます 。 こ こ で コ 
ピー し た い 情 報 を 選択 し ます 。 カ ー ソ ル が 
点 減 し て いる バン グ ク 番 号 を 選択 し ます 。 こ ご 
れ は ダイ ヤル を 回 し て も 、 数 字 キ ー を 押し 
て も 選択 する こと が で きま す 。 次 に 「ENT」 
キー を 押し 、 コ ピー 先 を 同じ よう に 決め ま 
す 。 そ れ ら が 決定 し た ら 「ENT」、「〒」 キ 
ー と 押し 、 矢 印 を [END] に 合わ せ 「ENT] 
キー を 押し ます 。 こ こ で VFO モ ー ド に 戻る 
時 は 「VFO] キー を 押す こと で 戻り ます 。 
な お 、 バ ング 番号 の 設定 を や り 直 し た いと 
き は 「CLR] キー を 押す こと で カー ソル が 
戻り ます 。 


[PROG DEL]= す で に 設定 され て いる プロ 
グラ ム を 消す た め の 機能 で す 。 「」/「 ヤ ] 
キー を 押し [PROG DELI に し た ら 「ENT] 
キー を 押し ます 。 バ ング 番号 の 所 に カー ソ 
ル が 点 減 し ます の で 、 消 去 し た い バ ング 番 
号 を ダイ ヤル を 回 すか 、 数 字 キ ー を 押し 
て バン ク 番 号 を 決定 し 、 次 に 「ENT」 キー 
を 押し ます 。 


② 《 メ モリ 機能 の 
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セッ ト ア ッ プ 》 


「MR/MW」 キー を 1 秒 以 上 押し 続け る = [MODE SEL] 
[BANK LINK] [P.MR SETUP] [MR EDIT] [END] 


目 が 表示 され ます 。 メ モリ 機能 の 各種 設定 を 行い 


[MODE SEL] = モー ド セ レ クト スキ ャ ン の こと 
で 、 電 波形 式 に よっ て スキ ャ ン を する こと で す 。 
ダイ ヤル また は 「4| /「 ヤ | キー を 押し て 、 
矢印 を [MODE SEL] に 合わ せま す 。 次 に 「ENT」 
キー を 押す と 、[ALL] [AM] [NFM] [WFM] [USB] 
[LSB] [CW] と 表示 され ます 。 [ALL] は 全て の 電 
波形 式 で スキ ャ ン を し ます 。 [AM] で は AM で メ 
モリ され て いる チャ ン ネ ル の み を スキ ャ ン し ま 
す 。 ダ イヤ ル ま た は 「 人 4A」/「 ヤ 」 キー を 押し 
て スキ ャ ン さ せる 電波 形式 を 選択 し ます 。 選択 
し た な ら ば 「ENT」 キー、「 ヤ | キー を 押し 
[END] に 矢印 を 合わ せ 、「ENT| キー を 押し ま 
す 。 


[BANK LINK] = メモ リ し て ある バン ク の 内 、 必 
要 な バン ク だ け を スキ ャ ン す る 機能 で す 。 ダ イヤ 
ル ま た は 「4A]| /「〒| キー を 押し 矢印 を 
[BANK LINK] に 合わ せま す 。 次 に 「ENT」 キー 
を 押し 、 バ ンク の 番号 を 設定 し ます 。 バ ンク の 
変更 は 「.] キー を 押す こと で [A] 一 [C] ま で の バ 
ンク に 切り 替え る こと が で きま す 。 バ ンク 番号 
は 数 字 キ ー で 直接 入力 し ます 。 も し 間違え た 数 


字 を 押し た 場合 は 、 そ の 数 字 キ ー を も う 一 度 押 
すこ と で 取り 消す こと が で きま す 。 例 えば [B5] 
の バン ク と [C7] の バン ク を スキ ャ ン し た い 場 
合 、「.」「5」「.」「7」 と 入力 し ます 。 な お 、 こ 
の 場合 選択 し た バン ク に メモ リ が 書き 込ま れ て 
いる こと が 条件 と な り ま す 。 


②-③ [PMR SETUP] = 全 メ モリ の 中 か ら 最 大 100 チ 
ャ ン ネ ル を 選ん で メモ リス キャ ン が で きま す 。 ス 
キャ ン の チャ ン ネ ル を この PMR SETUP で 設定 し 
ます 。 矢印 を この 項目 に 合わ せ 、「.]」 キー を 押 
し ます と バン グ 番 号 に カー ソル が 点 減 し ます の 
で 、 ダ イヤ ル を 回 し バン ク 番 号 を 決め ます 。 次 
に 「4」 /「 マ ヤマ 」 キー を 押し 、 そ の バン グ ク 番号 
内 の チャ ン ネ ル を 決め ます 。 こ れ も ダ イヤ ル を 
回 し 決定 し ます 。 な お 、 バ ンク の 切り 替え は 
「.」 キー で 行う こと が で きま す 。 バ ンク と バン 
FR SETF ク 番 号 お よび チャ ン ネ ル が 決ま り ま し た ら 、 
BHNK LINK も ミル こい 
+ P。HR SETUP 「ENT」 キー を 押し ます 。 次 の 設定 を し た い 場 
ーー エーーー 合 は 「 マ | キー を 押し 同じ よう に 設定 し ます 。 
ーー この 設定 は 全部 で 100 件 入力 する こと が で きま 
す 。 設定 が 終了 し た な ら ば 「ENT] キー を 押し 
ます 。「〒 キー を 押し [END] に 矢印 を 合わ せ 、 
[ENT」 キー を 押し 終了 で す 。 取り 消し の 場合 
は 「CLR] キー で 取り 消す こと が で きま す 。 メ 
リモ ー ド で 「F」 キー を 押し な が ら 「SCN」 キ 
ー を 押す と PMR で セッ ト し た チャ ン ネ ル の み 
スキ ャ ン し ます 。 


②-④ [MR EDIT] = この 項目 の 中 に は [BANK COPY] 
[CHNL COPY] [BANK DEL] [CHNL DEL] 
[END] の 各 設 定 項目 が あり ます 。 
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②-④-① [BANK COPY] = メモ リ の 入っ て いる 


バン ソ ク の 情報 を 別 の バン ク に 書き 移す 機 
能 で す 。[BANK EDIT] の 所 に 「4」 
[ヤヤ | キー を 押し て 矢印 を 合わ せ 
[ENT」 キー を 押し ます 。「」/「 マ ヤ 」 
キー を 押し 矢印 を [BANK COPY] に 合 
わせ ます 。「ENT」 キー を 押す と 、 バ 
ンク 番号 の 所 で カー ソル が 点 減 し ます 
の で 、 ダ イヤ ル を 回 すか 、 数 字 キ ー を 
直接 入力 し て メモ リ 情 報 を コピ ー し た 
い バ ンク 番号 を 決め ます 。 な お 、 バ ン 
ク の 切り 替え は 「.」 キー を 押す こと で 
切り 替わり ます 。 次 に 「ENT」 キー を 
押し 、 メ モリ 情報 の コピ ー 先 を 同じ よ 
うに 決め ます 。 な お 、「CLR] キー を 
押す こと で カー ソル 位置 を 前 に 戻す こ 
と が で きま す 。 全 て の 設定 が 終了 する 
と 「ENT」 キー を 押し ます 。 次 に 「〒」 
キー を 押し 矢印 を [END] に 合わ せ 、 再 
度 「ENT」 キー を 押し て 設定 は 終了 で 
す 。 な お 、VFO モ ー ド に 戻る と き は 
「VFO] キー を 押し ます 。 


②-④-⑥ め [CHNL COPY]=[MR EDIT] に 矢印 を 合 


わせ 、「ENT] キー、「 マ | キー を 押し 
各 バ ンク と [CHNL COPY] に 矢印 を 合 
わせ ます 。 こ の 機能 は 各 バ ンク 番号 の 
中 に メモ リ さ れ て いる 各 メ モリ チャ ン 
ネル を 別 の バン ク 及 び バ ンク 番号 や チ 
ャ ン ネ ル に コピ ー す る も の で す 。 の @- 
④-① の 機能 は バン ク 番 号 内 に ある 全て 
の チャ ン ネ ル を 別 の バン ク や バン ク 番 
号 に コピ ー し て し まう 機能 で す が 、 こ 
の 機能 は チャ ン ネ ル 単 位 で コピ ー す る 
こと が で きる と いう も の で す 。[CHNL 
COIPY] の に 矢印 を あわ せ 「ENT| キ . 
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ー を 押す と バン グ 番 号 の 所 で カー ソル 
が 点 減 し ます の で 、 ダ イヤ ル を 回 すか 、 
数 字 キ ー を 押し て コピ ー し た い バ ンク 
番号 を 設定 し ます 。 な お 、 バ ンク の 変 
更 は 「.| キー を 押す こと で バン ク を 変 
更 す る こと が で きま す 。「 ヤ | キー を 
押す こと で カー ソル が チャ ン ネ ル 番 号 
の 所 に 移動 し ます 。 こ こ で ダイ ヤル を 
回 し て チャ ン ネ ル 数 を 設定 し ます 。 こ 
こま で で 、 も し バン ク と バン グ ク 番 号 を 
変更 し た い 場 合 は 「CLR] キー を 押す 
こと で 、 カ ー ソ ル は バン ク 番 号 の 所 に 
戻り ます 。 コ ピー し た い バ ンク と バン 
ク 番 号 及 び チ ャ ン ネ ル が 決ま る と 、 
「ENT] キー を 押し 、 次 は コピ ー 先 を 
同じ 操作 で 決め ます 。 全 て の 設定 が 終 
了 し まし た ら 「ENT] キー を 押し ます 。 
「」 キ ー を 押し 矢印 を [END] に 合わ せ 、 
「ENT」 キー を 押し ます 。 な お 、VFO 
モー ド に 戻る 場合 は 「VFO] キー を 押 
じ し ま 恋 。 


②-④-③ [BANK DEL] = バン ク 番 号 内 の 全て の 
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メモ リ を 消去 し ます 。「 補 」 キー を 押 
し 矢印 を [BANK DEL] に 合わ せ 「ENT] 
キー を 押し ます 。 バ ンク 番号 の 所 に カ 
ー ソ ル が 点滅 し ます の で 、 ダ イヤ ル を 
回 すか 、 数 字 キ ー を 押し て 直接 バン ク 
番号 を 設定 し ます 。 な お 、 バ ンク の 切 
り 替 え は 「.] キー を 押す こと で 切り 槍 
わり ます 。 メ モリ か ら 消 去 し た い バ ン 
ク と バン ク 番 号 が 決ま り ま し た ら 
「ENT」 キー を 押し ます 。「 ヤ 」 キー を 
押し 矢印 を [END] に 合わ せ 、「ENT」 キ 
ー を 押し て 設定 は 終了 で す 。 な お 、 
VFO モ ー ド の 戻り た い 場 合 は 「VFO] 
キー を 押し ます 。] 


の 全て の メモ リ を 消去 する の で は な く 、 
バン ク 内 の 特定 の チャ ン ネ ル の メモ リ だ 
け を 消去 する 機能 で す 。 [CHNL DEL] 
に 「 ヤ 」 キー を 押し て 矢印 を 合わ せま 
す 。 次 に 「ENT] キー を 押し ます と 、 
バン グ ク 番 号 の 所 に カー ソル が 点 減 し ま 
す の で 、 消 去 し た い チ ャ ン ネ ル の バン 
ク 番号 を ダイ ヤル を 回 する か 、 数 字 キ 
ー で 直接 入力 し ます 。 次 に 「 ヤ 」 キー 
を 押す と チャ ン ネ ル の 所 に カー ソル が 
移動 し ます の で 、 消 去 し た い メ モリ チ 
ャ ン ネ ル を ダイ ヤル を 回 すか 、 数 字 キ 
ー で 直接 入力 し ます (この と き 、02 を 
入力 する に は 「0」「2] と 入力 し ます )。 
な お 、 こ こ で バン ク 及 び バ ンク 番号 を 


5 つつ 


再度 設定 し な お し た い 場 合 は 「 人 | キ 
ー を 押す こと で カー ソル が バン グ ク 番号 
に 移動 し ます 。 設定 が 終了 し た ら 
「ENT」 キー を 押し ます 。「 マ | キー を 
押し [END] に 矢印 を 合わ せ 、「ENT」 キ 
ー を 押し メモ リ の 消去 は 終了 で す 。 な 
お 、VFO モ ー ド に 戻り た い 場 合 は 
「VFO」 キー を 押し ます 。 


③ 《VFO リ ンク 機能 》 
この 機能 は [Aj VFO の 周波 数 の 変化 に 連動 し て [B] VFO 
の 周波 数 も 同じ よう に 変化 する 機能 で す 。 


③-①④【[A] VFO の 周波 数 を 任意 の 周波 数 に 設定 し ま 
す 。 次 に 、「VFO」 キー を 押し 、VFO [B] に し 
て 連動 し た い 周波 数 の 設定 を し ます 。 そ し て 再 
度 「VFO]」 キー を 押し VFO [AJ に し ます 。 


③-⑨ [F] キー を 押し (また は 押し な が ら ) 「.」 キ ー 
を 押し ます と [LINK SET] と [OFF]、[ON] が 表示 
され ます 。 矢 印 を ダイ ヤル を 回 すか 、「」 / 
「 ヤ 」 キー を 押し て [ON] に 合わ せ 、 次 に 「ENT」 
キー を 押す と リン ク 機 能 状態 と な り ます 。 


oo 


③- ⑧ 表 示 部 の VFO 表示 が 両方 と も 大 文字 に な り ま 
す 。 
③-④ ダ イヤ ル を 回 すか 、「 ム 」/「 ヤ | キー を 押し 
3 | [A] VFO の 周波 数 を 変更 し ます と 同時 に 
en IB]VFO の 周波 数 も 同じ 周波 数 ステ ッ プ で 変 
更 さ れ て いき ます 。 


③-⑤ こ の 機能 の 解除 は VFO リ ンク 設定 の メニ ュー で 
OFF に 矢印 を 合わ せ 、ENT キー を 押し ます 。 


※ 下 段 の リン ク さ れ た 周波 数 は 上 段 の 受信 周波 数 に よっ 
て は 本 機 の 周波 数 範囲 (2000MHz 以上 ) を 越え る こと が 
あり ます が 、 そ の 場合 、「VFO」 キー を 押し て 上 段 下段 を 
入れ 替え た 時 点 で VFO リ ンク は 解除 され 、VFO リ ン 
ク 設 定 前 の 周波 数 に 戻り ます 。 


④ 《 チ ャ ン ネ ルス コー プ 機 能 》 
[SRCH] キー を 1 秒 以上 押し 続け ます と [Channel 
Scope] 機能 が 動作 し ます 。 


F VFO テ や 
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④-①「【[STEP ZOOM] = サー チ す る ステ ッ プ 幅 
を 変え る 機能 で す 。 


④-①-① [1 ノ 2】 = 周波 数 ステ ッ プ 幅 を 12 倍 
に し て サー チ し ます 。 


④-①-②「[1 ン 4] = 周波 数 ステ ッ プ 幅 を 1 ンプ 4 倍 
に し て サー チ し ます 。 


Ru H 


④-①-③ [2] = 周波 数 ステ ッ プ 幅 を 2 倍 に し て サ 
ー チ し ます 。 


④-①-④ [4] = 周波 数 ステ ッ プ 幅 を 4 倍 に し て 
サー チ し ます 。 


④-①-⑤【[NORM] = 現在 の 周波 数 ステ ッ プ 幅 で 


可 サー チ し ます 。 

※ サ ー チ ズー ム 機 能 は サー チ モ ー ド CONTINUE を 選択 
時 の み 動 作 し ます 。 

④-②[SRCH MODE]= サ ー チ 表示 状態 を 選択 す 
(くべ る 機能 で す 。 次 の 機能 を 選択 する に は 、 
| ミ SBRe 1 の 9 「^] 
ocTEP 2nGM | /「 ヤ | キー を 押し て 、 矢 印 を 選択 し た い 
3 5FCH PIGEE 項目 に 合わ せ 、「ENT」 キー を 押し ます 。 
その 後 [END] に 矢印 を 合わ せ 「ENT] キー 

を 押し 設定 終了 で す 。 


vro HH 


FCH TOCE ④-②-① INTERVAL] = 10 秒 に 1 度 サ ー チ を 
1NTERUPL | 行い ます 。 


CNTINHE 引 


(人 き 
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④-②-②【CONTINUE] = 連続 で サー チ し ま 
す 。 こ の 時 、 音 は 出 ませ ん 。 


ま hr iCCE | の -②- [SINGLE] =「SCAN」 キー を 押し た 


IHTERMHL き 、1 度 だ 上 行い 、 サー の 
BMN 時 、1 度 だ け サ ー チ を 行い 、 サー チ を 解 
除 し て 再度 「SRCH] キー を 押さ れる ま 

で 更新 され ませ ん 。 
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《 ス キャ ン 機 能 》 


① [ノーマル スキ ャ ン ] =「SCN」 キー を 押す こと で 
スキ ャ ン を 開始 し ます 。 ス キャ ン 方 向 の 変更 は ダイ 
ヤル また は 「」 ノ 「 ヤ 」 キー を 押す こと で 変更 す 
る こと が で きま す 。 な お 、 ス キャ ン す る 周波 数 ステ 
ッ プ は 受信 し て いる 周波 数 に より 変化 し ます 。 こ 
の 周波 数 ステ ッ プ の 変更 は [1) ⑨ を お 読み くだ さ 
い 。 解除 は 「SCN」 キ ー を 押し ます 。 


② [AB スキ ャ ン ] =VFO「[A] と VFO [b] . あ る い は 
VFO「[B] と VFO [a] の 表示 され て いる 周波 数 間 を 
スキ ャ ン し ます 。 操作 は 「F] キー を 押し (また 
は 押し な が ら ) 「SCN] キー を 押し ます 。 両 VFO 
に 矢印 が 表示 され スキ ャ ン を 開始 し ます 。 ス キャ 
ン 方 向 の 変更 は ダイ ヤル また は 「 人 | /「 ヤ | キ 
ー を 押す こと で 変更 する こと が で きま す 。 解除 は 
「SCN」 キー を 押し ます 。 


③「【 モ ー ド スキ ャ ン ] 


③-① [モー ドス キャ ン 1 =【6】〔2} ②-⑦① を お 読 
みく だ さい 。 


③-② [スキ ャ ンス ター ト ]=「MR] キー を 押し 、 
いで 次 に 「SCN]」 っ 本 が 
@⑥@⑥⑧⑧⑧⑨ の 入力 され て いる チャ ン ネ ル を スキ ャ 
yro ン し ます 。 解除 は も う 一 度 「SCN」 キ 

ー を 押す こと で 解除 され ます 。 


① [パス セッ ト ] =【6】〔1〕 ⑩ を お 読み くだ さい 。 


① [パス ヘン シュ ウ ] =【6】[1] ⑩ を お 読み くだ さ 
# 13 い 。 


[5]) オー トメ モリ ライ ト 機 能 

本 主 隔 (オー トメ モリ ライ ト 機 能 》 
① [オー トメ モリ ライ ト ] =【6】〔1) ⑤ を お 読み く 
だ さい 。 


[6] エキ スパ ー ト モー ド 
|# 15 
《 エ キス パー トモ ー ド )》 
① [エキ スパ ー ト ] =【5】 の 項 を お 読み くだ さい 。 
[7〕 リ ンク 機能 
# 16 《 リ ンク 機能 》 
① [MR リンク] = [BANK LINK] = 【6】〔2) ② 
ー② を お 読み くだ さい 。 


了 エ ーーmーmmーmoーmomー 
② [PMS リン ク ] = [PROG LINK] =【6】 (2) ① 


# 17 
ー① を お 読み くだ さい 。 
③ [VFO リン ク ] =【6】(2] ③ を お 読み くだ さい 。 


[8]】 タイ マー 機能 


# 19 《 タ イマ ー 機 能 》 
④ [オン タイ マー] =【3】〔13】 ④ を お 読み くだ さ 


い 。 


の ② [オフ タイ マー] =【3】 (13) ③ を お 読み くだ さ 


い 。 


[9】 ト ケ イ 機能 


《 ト ケイ 機能 》 
① [ディ スプ レイ ] =【3】(13〕 ⑤ を お 読み くだ 
さい 。 


# 22 ② [セッ ト ] =【3】(13】 ⑤ を お 読み くだ さい 。 


CT 


[10〕】 コピ ー 機 
《 コ ピー 機能 》 
① [VFO コピ ー] =【3】【6] ④ を お 読み くだ さい 。 


② [MR 一 VFO] = メモ リー に 入っ て いる 周波 数 を 
VFO 表示 する た め の も の で す 。 


②-①「MR」 キー を 押し メモ リー モー ド に し 
ます 。 今 まで メモ リー し た バン ク と チ 
ャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 


②- め ⑫ 次 に 「F」 キー を 押し (また は 押し な が 
ら ) 「VFO」 キー を 押し ます と 、VFO モ 
ー ド で 大 文字 に な っ て いる VFO に その 
メモ リー 周波 数 が 表示 され ます 。. 


⑨-③「VFO」 キ ー を 押し 、「Al VFO と 「b] 
VFO を 切り 替え て 「B] VFO に し て も 上 
記 と 同じ 操作 を する こと が で きま す 。 


⑨③ [PMS 一 VFO]=PMS モ ー ド で スキ ャ ン 中 に 「F」 
キー を 押し (また は 押し な が ら ) 「VFO」 キー 
を 押し ます と 、VFO モ ー ド で 動作 し て いる (大 
文字 で 表示 ) VFO ス キャ ン 中 の その 瞬間 の 周波 
数 が 表示 され ます 。 


④ [MR バン クコ ピー] =【6】〔2] ②-④-① を お 
読み くだ さい 。 


⑤「【PMS コピ ー] =【6】(2] ①-@-① を お 読み 
# 27 くだ さい 。 


⑥ MR CH コピー] =【6】[〔2) @②-④-② を お 
読み くだ さい 。 
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[11]) デリ ー ト 機能 
《 デ リー ト 機 能 》 
⑪① [メモ リー バン ク ] =【6】〔2) ②-④-③ を お 読み く 
だ さい 。 


② [メモ リーCH] =【6】[〔2〕 ②-④-④ を お 読み くだ 
さい 。 


③ [PMS] =【6】【〔2) ①-②-② を お 読み くだ さい 。 
(12〕) PMR 《 プ ログ ラム メモ リス キャ ン 機 能 》 
(PMR》 


①【[ ト ウロ ク ] =【6】【〔2〕 ②- を お 読み くだ さい 。 


② [スタ ー ト ] =#31 の 項目 の スタ ー ト を させ る た め の 
操作 で 、 メ モリ ー モ ー ド か ら 「F」 キー を 押し ( ま 
た は お し な が ら ) 「SCN」 キー を 押す こと で スタ ー 
ト し ます 。 


《 ク ロー ン 》 


① [クロ ー ン ]=2.5 の や ステ レオ プラ グ で 接続 され た ケー 
ブル で DJ-10X を 2 台 接 続 す る と 、 セ ッ ト 間 の 全て 
の メモ リ 内 容 を コピ ー (クロ ー ン ) する こと が 可 
能 と な り ま す 。 
①-① ケ ー ブ ル で 2 台 を 接続 後 、「F] キー と 「 全 」 キー 
を 押し な が ら 「PWR」 キー を 押し て 電源 を 入れ 
ます 。 
\ 自 分 の セッ ト の み ク ロー ン モ ー ド に する 。 
①-② [CLONE] と [READ] [WRITE] と 表示 され 
ます 。[READ] は 相手 の セッ ト よ り 自 分 の セッ 
ト ヘ メモ リー を コピ ー し ます 。 [WRITE] は 自 


分 の セッ ト よ り 相 手 の セ ッ ト へ コピ ー が で きま 
す 。 こ れ ら を ダイ ヤル を 回 すか 、「4」/「 マ 」 
キー を 押し て 選択 し ます 。 選択 後 [ENT」 キ 
ー を 押す と コピ ー (クロ ー ン ) を 開始 し ます 。 
e ッ この 歓 能 を 終了 する に は 1 度 電源 を 切り ます 。 
※ ク ロー ン 中 は READ、WRITE を 高速 に 交互 に 表示 し ます 。 


※ ク ロー ン 中 は 絶対 に ケー ブル を 抜い た り 、 電 源 を 切っ た り し な いで くだ さい 。 メモ 
リー が 全て 初期 化 さ れ ま す 。 


[14) ディ スプ レイ 


《 デ ィ ス プレ イ ) 


① [デモ モー ド ] = 店 頭 展示 用 の ディ スプ レー デモ モー 
ド で す 。 


①-① ま ず 一 旦 電 源 を 切り 、「MONI]」 キー を 押し な 
が ら 「POWER] キー を 押し て 電源 を 入れ る こと で こ 
の モー ド に な り ま す 。 こ の モー ド に な り ま す と 、 全 
て の キー 操作 が で き な く な り ま す 


①-② こ の モー ド の 解除 は 一 旦 電源 を 切っ て 、 和 再度 
電源 を 入れ る こと に より VFO モ ー ド に 戻り ます 。 


②「【LCD コントラ スト ] = 表示 部 分 の コン トラ スト を 
調整 する こと が で きま す 。 


⑨-⑦① ま ず 一 旦 電源 を 切り 、「MONI」 キー を 押し な 
が ら 「POWER」 キー を 押し て 電源 を 入れ 、 デ モモ ー 
ド に し ます 。 


②-② 次 に 「 全 | プ 「 事 」 キー を 押し て 、 各 自 の 好 
み の コ ント ラス ト に 調整 し ます 。 


(4G、 ②-③ こ こ で 電源 を 切り 、 再度 「POWER」 キー を 押 
ご し て 電源 を 入れ て 、 こ の 設定 は 終了 と な り ま す 。 
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[15) M・『FUNE 


《M・TUNE》 


(16) トウ ロク 


《 ト ウロ ク 》 


①「M・TUNE] = メモ リー モー ド ま た は PMS モー 
ド の まま で 他 の 周波 数 の 選択 を する こと が で きま す 。 


①-① 「MR] キー を 押し て メモ リー モー ド に し ま 
す 。 ①-② 「ENT」 キ ー を 押し ます と 、 表 示 
部 に は 周波 数 表示 お よび ML.TUNE と 表示 され 
ます の で 、 こ こ で ダイ ヤル を 回 すか 、 数 字 
キー を 押す こと で 周波 数 を 選択 、 受 信 す る こ 
と が で きま す 。 


①-③PMS モ ー ド の と きも 同じ 操作 で 同じ 動作 を さ 
せる こと が で きま す 。 


① [メモ リーMR] =【6】 [1〕 ⑭ を お 読み くだ さい 。 
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【17)】 スコ ー プ 


《 ス コー プ 》 


②【[ プ ログ ラム PMS] =【6】【1〕] お よび 【6】 
[2) ① を お 読み くだ さい 。 


① [サー チ ] =【3】【〔8〕 を お 読み くだ さい 。 
② [ズー ム ] =【6】【(2〕) ④-① を お 読み くだ さい 。 


③ [ピーク サー チ ] = 各 モ ー ド で 受信 中 に 受信 信号 
の 一 番 強 い 所 に 周波 数 が 移動 し ます 。 


③-①「F」 キー を 押し 、 サ ー チ モー ド に し ます 。 


③-②「F] キー を 押し 、( ま た は 押し な が ら ) 
「」 / 「 ヤ ] キー を 押す こと に より チャ ン ネ ル 
スコ ー プ 中 に 表示 され て いる 信号 の 一 番 強 い 周 
波数 に 移動 し ます 。「F] キー と 「4A」 キー を 
押し た 時 は サー チ 表 示 の 中 心 よ り 右側 (受信 し 
て いる 周波 数 より 高い 周波 数 ) に 表示 され て い 
る も っ と も 信号 の 強い 周波 数 に 移動 し ます 。 
「F] キー と 「 ヤ 」 キー を 押し た 時 は 、 サ ー チ 
表示 の 中 心 よ り 左側 (受信 し て いる 周波 数 より 
低い 周波 数 ) に 表示 され て いる も っ と も 信号 の 
強い 周波 数 に 移動 し ます 。 同 じ よ うに 強い 信号 
が 複数 ある 場合 は 、 中 心 に 近い 周波 数 へ 移行 し 
ます 。 


④ [サー チ モ ー ド ] 
さい 。 


【6】〔2〕 ④-② を お 読み くだ 


胡 バ ッ テ リ ー 電 圧 が 低く な り ま す と 、「 ピ ビー ポ 、 ピ ー ポ 」 と いう 警告 音 と 共に 表示 部 に バッ テ 
リー マー ク が 点灯 し ます の で 、 こ の と き は 早め に バッ テリ ー を 交換 し て くだ さい 。 

※BEEP OFF に 設定 され て いる と 警告 音 は 鳴り ま 
せん 。 


【8】 保守 に つい て 


① 保 証書 : 保証 書 は 必ず 所 定 事項 (ご 購入 販売 店 名 、 ご 購入 日 ) の 記入 お よび 記載 内 容 を お 
確か め の 上 、 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 


② 保 証 期間 : 保証 期間 は お 買い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 正常 な ご 使用 状態 で 、 こ の 期間 内 に 
万 一 故障 が 生じ た 場合 は 、 誠 に お 手数 で す が 製 品 に 保証 書 を 添え て 、 お 買い 上 
げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 保証 の 規定 に 従っ て 
修理 致し ます 。 


⑧ 保 証 期間 経過 後 の 修 理 : 保証 期間 経過 後 の 修理 に つき まし て は 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また 
は 当社 サー ビス 應 口 に ご 相談 くだ さい 。 修理 に よっ て 機能 が 維持 
で きる 場合 に は 、 お 客 様 の ご 要望 に より 有料 で 修理 致し ます 。 


(④ ア フタ ー サ ービス : アフ ター サー ビス に つい て の ご 不明 な 点 は 、 お 買い 上 げ い た だ いた 販 
売店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 
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[2〕 故障 と お 考え に な る 前 に 


電池 の +、 - の 極性 は 聞 に な っ て いま | 飼 地 の 極性 を よく 確認 し て 、 電 池 を 入れ な お し ます 。 
電源 スイ ッ チ を 入れ て も | ん か ? 
ディ スプ レイ に 何 や 表 示 | 0 語 い 電 池 を 使用 し て いま せん か ? 
され な い 。 @ バ ッ テ リ ー ケ ー ス や 電池 の 汚れ な ど を 確認 し て くだ さ 
@⑯ バ パッ テリ ー ケ ー ス の 接触 不良 い 。 
仙 本 体側 面 に ある VOLUME キー の を 押し て ボリ ュー ム 
を 上 げ て み ま す 。 


新しい 間 党 池 と 変換 し ます 。 


上 か ら 音 が 出 ボリ ュー ム の 調整 は で き て いま すか ? 
ー カ ー か バ 
2 ビ カ 8 人 の 出 スケ ル チ の 銅 凌 は で き て いま すか ? ン 林 休 左 側面 に ある SOELCH キー の や を 押し 、 い っ た ん 
こない > 5 ノイ ズ の 出る と ころ まで セッ ト し て み ま す 。 そ し て 、 ノ 
イズ の 開 こ えな く な る 点 まで 再 セ ッ ト し ます 。 詳し く は 
[31 (4) を 参照 し て くだ さい 。 


@ 本 娠 の アン テ ナ の 取り 付け 方 を 参照 し て 確実 に 取り 付 
け て くだ さい 。 


受信 で き な い ア ン テ ナ が 正しく 付い て いま すか ? 
周波 数 や 各種 設定 が 行え | @ キ ー ロ ッ ク 機 能 が 働い て いま せん か ? 1 9 キー ロッ ク 機 を 久 座 し て くだ さい 。 

ー 部 の 機能 が 使え な い 

ピー ポー・ ピ ー ポ ー と いう 軸 還 記 語 

僅 告 音 が 鳴っ た り 、 表 示 | @ 字 が 消耗 し て いま せん か ? 49. 罰 有 マー ク が 表示 され た ら 千 季 を 交 
が 消え た りす る 。 


音 が 途切れ る 全 チャンネル スコープ に な っ て いま せん か ? 


⑱ ビ ギ ナ ー モ ー ド に な っ て いま せん か ? | 免 ユー ザー レベ ル を エキ スパ ー ト に 変更 する 。 


六 本 機 に は 、 次 の よう な オプ ショ ン が あり ます 。 
信 EBP- 33N : ニカ ド バ ッ テリ パッ ク (4.8V 650mAH) \ 4.500 

@ EBP- 34N : ニカ ド バ ッ テリ パッ ク (4.8V 1200mAH) \65.800 

@⑯ EBP- 37N : ニカ ド バ ッ テリ パッ ク (4.8V 700mAH) \ 4.000 標準 装 展 品 

@ EDC- 36 : アク ティ ブフ ィ ル ター 付 シ ガー ライ ター ケー ブル ぎ \2.000 

@ EDC- 62 : パッ テリ ー チ ャ ー ジ ャ ー (ウォ ー ル チャ ー ジ ャ ー) \ 2.300 標準 装備 品 
@ EDC- 59 : バッ テリ ー チ ャ ー ジ ャ ー (急速 型 ) \9.800 

@ EME- 6 : プチ 型 イ ヤ ホ ン \1.500 

@ ESC- 28 : ソフ ト ケ ー ス (ショ ー ト サイ ズ ) \,2000 

例 ESC- 29 : ソフ ト ケ ー ス (標準 サイ ズ ) \ 2.000 

@ ESC- 30 : ソフ ト ケ ー ス (ロン グ サ イズ ) \2.000 

信 EBC- 6 : モー ビル ブラ ケッ ト \1.800 

使 DM- 003 : 外部 DC 電源 \8.800 

久 EDC- 37 : 基地 局 用 DC ケー ブル \ ぎ 800 


ヘル プ 機 能 一 覧 表 
rENT」 っ 


ヘル プ |「F」 +「4] っ 説明 書 


ペー ジ 


「」/「\」 「 公 」/「 ヤ 」 項目 
ヘル プ キ ゴ ウゥ & 2 キー ドウ ジオ シ t6()| 26 
ヘル ブ キ ゴ ウゥ ! キー 1 ビュウ オシ 【6】(2| 38 
ス ヘルプ キ ゴ ウゥ # トリ セツ サク イン に ーー 
#04 ヘル プ キ ゴ ウー セン タク マタ ハ ツ ギ ノド ウサ 
# 05 ヘル プ キ ゴ ウ + テッ プ キー 
# 06 ヘル プ キ ゴ ウー 
# 07 ヘル プ キ ゴ ウゥ or 
ノー マル 
# 08 スキ ャ ン スキ ャ ン YFO 一 SCN 
# 09 スキ ャ ン AB スキャン VFOーF & SCN | 【6】(3)| 48 
モー ド モー ド セ レ クト 
#10 スキ ャ ン スキ ャ ン MR 1 っ MODELSEL 1!63(3| 48 
- モー ド スキ ャ ンス ター ト 
#11 スキ ャ ン EE RSON 【6】(3)| 49 
#12 バス セット PMS っ CLR 【6】(43[| 49 
9 パス 
#13 バス 内 PMS 一 F &CLR 【6】(④| 49 
オー ト PMS っ F &5 
#14 院 PP セグ 1 に ON 【6】(5)| 49 
# 15 エキ スパ ー ト と = F & ENTーUSER 【5】(1| 25 
#16 リン ク MR リンク MR 一 BANK LINK 【6】(7| 49 
#17 リン ク PMS リン ク PMS ! ご PROG_LNK 【6】 (7 
# 18 リン ク VFO リン ク F&・ 『2』 ③ 45 
# 19 タイ マー オン タイ マー F&7 っ ON TIME 【3】 (8 
#20 タイ マー オフ タイ マー F &7ーOFF TIME 【3】 [3)| 20 
#21 ト ケ ィ ディ スプ レイ F&7 っ DISP 【3】 (1J| 19 
ト ケ ィ セッ ト F&7ーNOW ts】 | 19 
ョ ピー VFO コピ ー VFOーF&VFO Tt6 no)| so 
# 24 コピ ー MR っ VFO MR っ F &VFO 【6】 0 50 
# 25 コピ ー PMS っ VO PMS っ F & VFO 【6】(O| 51 
# 26 ュ コピー MR バン クコ ピー MR! っ EDT っ BNKCOPY [6)(1O| 51 
# 27 ュ ョ ピー PMS コピ ー PMS ! EDF っ PMSCOPY  [【6】(1O| 51 
# 28 ュ コピー Mi MR! っ EDIT っ CH.COPY 【6】 0 51 
# 29 デリ ー ト 2 MRI っ EDT っ BNKDEL |(6】l| 52 
# 30 デリ ー ト メモ リーCH MR! っ EDT っ CHDEL 【6】 il 52 
デリ ー ト PMS PMS ! っ EDT っ PMSDEL II6】(i 
PMR トラ ロク MR 1! ーPMR 【63 (2 
PMR スタ ー ト MR F & SCN 【6】 (12 
クロ ー ン ーーーーーー | PWR OFFーF&+ PWR 【6】 (3 
ディ スプ レイ デモ モー ド PWR OFーMONI&PWR  I【6】 (14 
ディ スプ レイ |LCD コ ント ラス ト デモ モー ドー ナ or 一 


MR っ ENT 
MLUNE PMS 一 ENT 


トウ ロク メモ リーMR VFOーF&MR 【6】 (16 


トウ ロク プロ グラ ム PMS VFOーF&PMS {61 | se | 
Ez eowls 


# 41 スコ ー プ ズー ム SRCH ! っ 200M 【6】 (17 
# 42 スコ ュー ブ ビ ピー クサ ー チ SRCHーF &+ or- 


# 43 スコ ー プ サー チ モ ー ド 


定格 
受信 財 波 数 和 
受信 電波 形式 


0.1MHz 一 1999.999950MHz 


WFM NFM AM USB LSB CW 


周波 数 ステ ッ プ 


50Hz, 100Hz, 1kHz, 2kHz, 5kHz, 5.25kHz, 9kHz, 10kHz,12.5kHz, 15kHz, 
20kHz, 25kHz, 30kHz, 50kHz, 100kHz,125kHz, 150kHz, 200kHz, 250kHz, 
500kHz 


0.1<0.5MHz ・・ バ バー いで の ー い rr 10 ロ V ( 20dBp) 


0.5 て 5MHZ ee 
5 一 30MHz ・… の の > 
30MHz 一 1000MHz ・ 


…… 1.5』V (3.5dB は ) 
*…1 unV (OdBn) 
…1uV (OdBn) 


(1kHz 30%mod 10dB S プ N) 

0.5 ン 5MHz の の の の いで rerrrrrr 0.5 ロ V (一 6dBp) 
5 一 30MHz ぐ ・ で ee RCCCCCLLKLD CCCCCCYY 0.25 jnV (- 12dB au) 
30MHz…1000MHZ < 2 で Se 0.5uV (6dB hn) 
(10dB SN) 

5 ン 30MHz や ドド ドド ……0.35 unV (- 9dB un) 
30-1000MHz で "0.25 kV (- 12dBu) 
1000 一 1300MHz <1.5nuV (3.5dB n) 
1300MHz 一 1999MHz ・10nV (20dB au) 
(tkHz 3.5kHz 12dB SINAD) 

30 一 1000MHz ・ バ ババ バー バー の いい 1.5 na V (3.5dB ) 
(12dB SINAD) 


電気 通信 事業 用 
波数 帯 は 除く 。 
※ 感 度数 値 は Typ 値 
で す 。 
メモ リー チャ ソン ネ ル 
サー チ パ ス メ モ リー 

プラ イオ リティ 

チャ ン ネ ル 数 
プロ グラ ム ス キ ャ ン 
1 バン クチ ャ ン ネ ル 数 

スキ ャ ンス ピー ド 

アン ソン テ ナ コ ネ ク タ 

電源 


1200CH 
1000CH 


1CH (1200CH 内 任意 設定 可 ) 


約 25SCH ノ 1sec 

BNC 50@ 

4.8V DC (NICAD) 

8 一 15V DC 

100mW 以 上 

定格 出力 時 
待機 時 
BS 時 

約 320g 

S7 x 150 x 27.5mm 


6V DC ( 単 3 乾電池 ) 


10%THD 
約 200mA 
約 140mA 
約 30mA 


消費 電流 


重量 
外形 寸法 
動作 保証 温度 
周波 数 安定 度 


所 1030027 cr 人 NN ES な 03.3278-5888 
所 T5408580 大 阪 市 中 央 区 城 見 ら 丁 目 1 番 61 二 ツ イン 21 MID タ ワー25 階 谷 06.946-8140 
所 〒8120016 福岡 市 博多 区 井 多 駅 南 1 丁目 3 番号 第 3 博多 信成 ビル 7 階 合 092-473-8034 
所 合 011-831.7718 名 吾 歴 宮 所 き 056-212.0541 
所 な 022-221-B220 広島 営業 所 な 082-222-0234 


お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 フ リー ダイ アル 英語 0120-464-007 
| PS0264A 


全国 どこ か ら で も 無料 で 、 サ ービス 窓口 に つなが り ま す 。 受 付 時 間 ノ 10:00 一 17:00 月 明 僅 明 (所 償 日 は 除 さ ます) 


